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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　磁気を検知する磁気検知手段を備えた遊技機において、
　支持部材と、
　前記支持部材に開閉可能に支持される扉部材と、
　前記扉部材の開放を検知する扉開放検知手段と、
　前記磁気検知手段からの磁気検知信号が入力される制御手段と、を備え、
　前記磁気検知手段では初期動作が行われ、
　前記磁気検知手段には、前記扉開放検知手段からの開放検知信号が入力され、
　前記扉開放検知手段からの開放検知信号の状態には、前記扉部材の開放が検知されてい
ることを特定できる第１状態と、前記扉部材の開放が検知されていないことを特定できる
第２状態と、があり、
　前記磁気検知手段からの磁気検知信号の状態には、磁気が検知されていることを特定で
きる特定状態と、磁気が検知されていないことを特定できる非特定状態と、があり、
　前記制御手段は、前記磁気検知手段からの前記磁気検知信号が特定状態であることに基
づいて磁気が検知されたことを特定することが可能であり、
　少なくとも前記磁気検知手段に入力される前記開放検知信号の状態が前記第１状態であ
る場合に前記初期動作が行われず、
　前記扉部材が開放されているときに電力供給が開始された場合に当該電力供給が開始さ
れてから１回目の前記扉部材の閉鎖後に前記初期動作が行われ、
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　前記磁気検知手段が磁気を検知した場合、所定条件が成立するときには前記磁気検知信
号の状態が前記特定状態とならずに前記非特定状態となる一方、前記所定条件が成立しな
いときには前記磁気検知信号の状態が前記特定状態となり、
　前記制御手段は、接続端子から出力させる外部信号の出力を制御可能であって、磁気が
検知されたことを特定できる場合に特定の外部信号の出力を制御し、
　前記接続端子と外部装置が接続されているときであっても前記扉部材が開放されている
ときには、前記磁気検知手段が磁気を検知しても前記磁気検知信号が前記特定状態となら
ないことによって前記特定の外部信号が前記外部装置へ出力されず、
　前記磁気検知手段が磁気を検知した場合であっても前記磁気検知信号の状態が前記特定
状態とならずに前記非特定状態となる期間には、第１の期間と、前記第１の期間とは異な
る第２の期間と、があり、
　前記扉部材が開放されているときに電力供給が開始された場合の前記第１の期間は、当
該電力供給が開始された後における１回目の前記扉部材の閉鎖から前記初期動作が終了す
るまでの期間であって、
　前記扉部材が開放されているときに電力供給が開始された場合の前記第２の期間は、当
該電力供給が開始された後における２回目以降の前記扉部材の閉鎖から所定時間が経過す
るまでの期間であり、
　前記扉部材が開放されているときに電力供給が開始された場合の前記第１の期間は、前
記扉部材が開放されているときに電力供給が開始された場合の前記第２の期間よりも長く
、
　前記磁気検知手段による磁気の検知範囲は、切り替え可能に構成されており、
　前記磁気検知手段が磁気を検知した場合であっても前記磁気検知信号の状態が前記特定
状態とならずに前記非特定状態となる期間の有無は、前記磁気検知手段による磁気の検知
範囲の切り替えによって変化せず、
　前記磁気検知手段が磁気を検知した場合であっても前記磁気検知信号の状態が前記特定
状態とならずに前記非特定状態となる期間の長さは、前記磁気検知手段による磁気の検知
範囲の切り替えによって変化しないことを特徴とする遊技機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、遊技機に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　遊技機のうちパチンコ遊技機の中には、不正を検知するため、磁気を検知する磁気セン
サ（磁気検知手段）を設けたものがある。例えば、磁気センサは、遊技盤の裏面や、特許
文献１に記載されたパチンコ遊技機のように遊技盤の内部に設けられる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１０－５７７６１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ところで、一般的なパチンコ遊技機の中には、例えば、磁石を有するスピーカを備えた
ものがある。そして、例えば、パチンコ遊技機の扉部材を開放した場合にスピーカが有す
る磁石の磁気を磁気センサが検知することが想定でき、磁気を検知したからといって必ず
しも不正が行われているわけではない。
【０００５】
　この発明は、上述した従来の技術に鑑みてなされたものである。この発明の目的は、適
切な磁気の検知を行うことができる遊技機を提供することである。
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【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記課題を解決する遊技機は、磁気を検知する磁気検知手段を備えた遊技機において、
支持部材と、前記支持部材に開閉可能に支持される扉部材と、前記扉部材の開放を検知す
る扉開放検知手段と、前記磁気検知手段からの磁気検知信号が入力される制御手段と、を
備え、前記磁気検知手段では初期動作が行われ、前記磁気検知手段には、前記扉開放検知
手段からの開放検知信号が入力され、前記扉開放検知手段からの開放検知信号の状態には
、前記扉部材の開放が検知されていることを特定できる第１状態と、前記扉部材の開放が
検知されていないことを特定できる第２状態と、があり、前記磁気検知手段からの磁気検
知信号の状態には、磁気が検知されていることを特定できる特定状態と、磁気が検知され
ていないことを特定できる非特定状態と、があり、前記制御手段は、前記磁気検知手段か
らの前記磁気検知信号が特定状態であることに基づいて磁気が検知されたことを特定する
ことが可能であり、少なくとも前記磁気検知手段に入力される前記開放検知信号の状態が
前記第１状態である場合に前記初期動作が行われず、前記扉部材が開放されているときに
電力供給が開始された場合に当該電力供給が開始されてから１回目の前記扉部材の閉鎖後
に前記初期動作が行われ、前記磁気検知手段が磁気を検知した場合、所定条件が成立する
ときには前記磁気検知信号の状態が前記特定状態とならずに前記非特定状態となる一方、
前記所定条件が成立しないときには前記磁気検知信号の状態が前記特定状態となり、前記
制御手段は、接続端子から出力させる外部信号の出力を制御可能であって、磁気が検知さ
れたことを特定できる場合に特定の外部信号の出力を制御し、前記接続端子と外部装置が
接続されているときであっても前記扉部材が開放されているときには、前記磁気検知手段
が磁気を検知しても前記磁気検知信号が前記特定状態とならないことによって前記特定の
外部信号が前記外部装置へ出力されず、前記磁気検知手段が磁気を検知した場合であって
も前記磁気検知信号の状態が前記特定状態とならずに前記非特定状態となる期間には、第
１の期間と、前記第１の期間とは異なる第２の期間と、があり、前記扉部材が開放されて
いるときに電力供給が開始された場合の前記第１の期間は、当該電力供給が開始された後
における１回目の前記扉部材の閉鎖から前記初期動作が終了するまでの期間であって、前
記扉部材が開放されているときに電力供給が開始された場合の前記第２の期間は、当該電
力供給が開始された後における２回目以降の前記扉部材の閉鎖から所定時間が経過するま
での期間であり、
　前記扉部材が開放されているときに電力供給が開始された場合の前記第１の期間は、前
記扉部材が開放されているときに電力供給が開始された場合の前記第２の期間よりも長く
、前記磁気検知手段による磁気の検知範囲は、切り替え可能に構成されており、前記磁気
検知手段が磁気を検知した場合であっても前記磁気検知信号の状態が前記特定状態となら
ずに前記非特定状態となる期間の有無は、前記磁気検知手段による磁気の検知範囲の切り
替えによって変化せず、前記磁気検知手段が磁気を検知した場合であっても前記磁気検知
信号の状態が前記特定状態とならずに前記非特定状態となる期間の長さは、前記磁気検知
手段による磁気の検知範囲の切り替えによって変化しないことを要旨とする。
 
【発明の効果】
【０００７】
　この発明によれば、適切な磁気の検知を行うことができる。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】パチンコ遊技機の斜視図。
【図２】前枠を開放したパチンコ遊技機の斜視図。
【図３】遊技盤の正面図。
【図４】パチンコ遊技機の電気的構成を示すブロック図。
【図５】磁気センサと、磁気センサと遊技盤入出力基板の接続の一例を示す図。
【図６】（ａ）及び（ｂ）は磁気センサを示す図、（ｃ）及び（ｄ）は磁気の検知範囲の
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一例を示す図。
【図７】（ａ）～（ｃ）は、磁気センサの特性を示すタイミングチャート。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　以下、遊技機の一実施形態を図１～図７にしたがって説明する。本明細書における上、
下、左、右、前（表）、及び後（裏）は、遊技者から見たときの各方向を示すものとする
。
【００１０】
　図１に示すように、遊技機としてのパチンコ遊技機１０は、枠体１１を備えている。枠
体１１は、外枠１２と、中枠１３と、前枠１４と、を備えている。外枠１２は、遊技場な
どの遊技機設置設備（所謂、島設備）に固定される。また、中枠１３は、外枠１２の開口
前面側に開閉可能に支持されている。中枠１３には、遊技盤２０を含む遊技盤ユニットが
固定される。遊技盤ユニットは、遊技盤２０及び各種の基板を含んで構成されている。前
枠１４は、遊技盤２０の前面を覆うように、中枠１３の前面側に開閉可能に支持されてい
る。前枠１４には、遊技盤２０を保護する保護ガラス１５が支持されている。なお、図１
において、保護ガラス１５は、一部を残して図示が省略されているが、実際には前枠１４
の開口部１４ａの全体を覆っている。本実施形態のパチンコ遊技機１０において、中枠１
３及び前枠１４は、支持部材としての外枠１２に開閉可能に支持されている。そして、本
実施形態では、中枠１３と前枠１４が扉部材に相当する。本実施形態において中枠１３は
、遊技盤２０が設置される扉部材といえる。また、本実施形態において前枠１４は、遊技
盤２０を保護する保護ガラス１５が設置される扉部材といえる。
【００１１】
　図２に示すように、前枠１４の裏側の樹脂ベースＢには、第１扉開放検知部Ｓ１１と、
第２扉開放検知部Ｓ１２と、が配設されている。第１扉開放検知部Ｓ１１は、前枠１４の
裏側の上部に配設されている。一方、第２扉開放検知部Ｓ１２は、前枠１４の裏側の下部
に配設されている。第１扉開放検知部Ｓ１１及び第２扉開放検知部Ｓ１２は、何れも樹脂
ベースＢの前面から出没可能な出没部を有している。外枠１２に対して前枠１４を閉じた
状態では、第１扉開放検知部Ｓ１１及び第２扉開放検知部Ｓ１２が有する出没部が押し込
まれる。一方、外枠１２に対して前枠１４を開いた状態では、第１扉開放検知部Ｓ１１及
び第２扉開放検知部Ｓ１２が有する出没部が突出位置に戻る。因みに、外枠１２に対して
中枠１３が開いた状態となる場合には、外枠１２に対して前枠１４も開いた状態となる。
このため、外枠１２に対して中枠１３を開いた状態では、第１扉開放検知部Ｓ１１及び第
２扉開放検知部Ｓ１２が有する出没部が突出位置に戻る。一方、外枠１２に対して中枠１
３及び前枠１４が閉じた状態では、第１扉開放検知部Ｓ１１及び第２扉開放検知部Ｓ１２
が有する出没部が押し込まれる。
【００１２】
　以上のように、本実施形態のパチンコ遊技機１０において、中枠１３及び前枠１４のう
ち少なくとも一方が外枠１２に対して開いた状態では、第１扉開放検知部Ｓ１１及び第２
扉開放検知部Ｓ１２が有する出没部が突出位置に戻り、中枠１３及び前枠１４のうち少な
くとも一方の開放が検知される。一方、本実施形態のパチンコ遊技機１０において、中枠
１３及び前枠１４の何れもが外枠１２に対して閉じた状態では、第１扉開放検知部Ｓ１１
及び第２扉開放検知部Ｓ１２が有する出没部が押し込まれ、中枠１３及び前枠１４の閉鎖
が検知される。
【００１３】
　このように、本実施形態における第１扉開放検知部Ｓ１１及び第２扉開放検知部Ｓ１２
は、中枠１３の開放と前枠１４の開放の何れも検知可能に構成されており、中枠１３の開
放の検知と前枠１４の開放の検知を単一の検知部で行っている。本実施形態における第１
扉開放検知部Ｓ１１及び第２扉開放検知部Ｓ１２は、前枠１４の裏側に配設したが、外枠
１２の表側に配設することもできる。
【００１４】
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　なお、中枠１３に対して前枠１４が開いた状態であること（又は、閉じた状態であるこ
と）を検知する検知部と、外枠１２に対して中枠１３が開いた状態であること（又は、閉
じた状態であること）を検知する検知部と、を別々に配設することもできる。この場合、
例えば、中枠１３に対して前枠１４が開いた状態であること（又は、閉じた状態であるこ
と）を検知する検知部を前枠１４の裏側に設け、外枠１２に対して中枠１３が開いた状態
であること（又は、閉じた状態であること）を検知する検知部を中枠１３の裏側に設けて
もよい。
【００１５】
　本実施形態では、第１扉開放検知部Ｓ１１及び第２扉開放検知部Ｓ１２が、扉部材の開
放を検知する扉開放検知手段に相当する。なお、本実施形態のパチンコ遊技機１０では、
扉開放検知部Ｓ１１，Ｓ１２を複数備えているが、パチンコ遊技機１０が備える扉開放検
知手段の数は、１つであってもよいし、３つ以上であってもよい。
【００１６】
　図１に示すように、パチンコ遊技機１０は、前枠１４の前面側に、発射ハンドル１６を
備えている。パチンコ遊技機１０では、発射ハンドル１６の操作量（回動量）に応じた強
度にて、遊技媒体としての遊技球が発射される。すなわち、パチンコ遊技機１０は、発射
ハンドル１６を操作することにより、遊技球の発射強度を調整可能に構成されている。
【００１７】
　パチンコ遊技機１０は、前枠１４の前面側に、装飾ランプ１７を備えている。装飾ラン
プ１７は、演出の１つとして、内蔵された発光体を発光、点滅、及び消灯させる演出（以
下、「発光演出」と示す）を実行する。パチンコ遊技機１０は、前枠１４の前面側に、ス
ピーカ１８を備えている。スピーカ１８は、演出の１つとして、人や動物の声、効果音、
及び楽曲などの音声を出力する演出（以下、「音声演出」と示す）を実行する。
【００１８】
　図３に示すように、遊技盤２０の前面側には、正面視において略円形の遊技領域２１が
画成されている。遊技盤２０は、発射ハンドル１６の操作によって発射された遊技球を、
遊技領域２１へ案内する案内通路２１ａを備えている。遊技盤２０は、遊技領域２１へ打
ち出された遊技球が案内通路２１ａへ逆戻りすることを防止する逆戻り防止弁２１ｂを備
えている。発射ハンドル１６の操作によって発射された遊技球は、遊技盤２０を正面視し
たときの左側に位置する案内通路２１ａで案内され、遊技球の通過方向における案内通路
２１ａの最下流に位置する逆戻り防止弁２１ｂを通過して遊技領域２１に到達する。そし
て、遊技領域２１に到達した遊技球は、遊技領域２１を流下する。
【００１９】
　パチンコ遊技機１０は、情報表示パネル２２を備えている。情報表示パネル２２では、
パチンコ遊技機１０の制御状態を示す各種の情報が報知される。情報表示パネル２２は、
第１特別図柄表示部２２ａを備えている。第１特別図柄表示部２２ａは、所定の図柄を変
動表示させるとともに、最終的に第１特別図柄を確定停止表示させる第１特別図柄変動ゲ
ーム（以下、「第１特別ゲーム」と示す）を表示する。情報表示パネル２２は、第２特別
図柄表示部２２ｂを備えている。第２特別図柄表示部２２ｂは、所定の図柄を変動表示さ
せるとともに、最終的に第２特別図柄を確定停止表示させる第２特別図柄変動ゲーム（以
下、「第２特別ゲーム」と示す）を表示する。以下の説明では、第１特別ゲームと第２特
別ゲームを纏めて、単に「特別ゲーム」と示す場合がある。特別図柄は、後述する内部抽
選（大当り抽選）の結果を報知するための図柄である。
【００２０】
　本明細書において「変動表示」とは、表示されている図柄の種類が時間の経過とともに
変化している状態を意味している。本明細書において「確定停止表示」とは、図柄が確定
的に停止表示されており、表示されている図柄の種類が変化しない状態を意味している。
「確定停止表示」と「導出」は、同じ意味である。特別図柄表示部２２ａ，２２ｂにおい
て導出可能な特別図柄には、それぞれ大当り表示結果としての大当り図柄と、はずれ表示
結果としてのはずれ図柄とが少なくともある。特別ゲームにおいて、大当り図柄が導出さ
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れた場合、遊技者は、大当りを認識可能である。特別ゲームにおいて、はずれ図柄が導出
された場合、遊技者は、はずれを認識可能である。
【００２１】
　本実施形態において、第１特別ゲーム及び第２特別ゲームは、同時に実行されることが
なく、且つ第２特別ゲームが第１特別ゲームに優先して実行される。本実施形態では、大
当りに当選すると、当該当選の対象となる特別ゲームの終了後、大当り遊技が付与される
。詳しくは後述するが、大当り遊技は、遊技者が多数の賞球やその他の特典を獲得し得る
ため、遊技者にとって極めて有利な状態である。
【００２２】
　情報表示パネル２２は、第１特別保留表示部２２ｃを備えている。第１特別保留表示部
２２ｃは、始動条件が成立したが未だ実行条件が成立していないことで、その実行が保留
されている第１特別ゲームの回数（以下、「第１特別保留数」と示す）を認識可能に表示
する。情報表示パネル２２は、第２特別保留表示部２２ｄを備えている。第２特別保留表
示部２２ｄは、始動条件が成立したが未だ実行条件が成立していないことで、その実行が
保留されている第２特別ゲームの回数（以下、「第２特別保留数」と示す）を認識可能に
表示する。例えば、第１特別保留数及び第２特別保留数の上限数（最大数）はそれぞれ４
である。また、実行が保留されている第１特別ゲームとは、実行前の第１特別ゲームとも
いえる。同様に、実行が保留されている第２特別ゲームとは、実行前の第２特別ゲームと
もいえる。
【００２３】
　情報表示パネル２２は、普通図柄表示部２２ｅを備えている。普通図柄表示部２２ｅは
、所定の図柄を変動表示させるとともに、最終的に普通図柄を導出させる普通図柄変動ゲ
ーム（以下、「普通ゲーム」と示す）を表示する。普通図柄表示部２２ｅに導出可能な普
通図柄には、普通当り図柄と、普通はずれ図柄と、が少なくともある。普通ゲームにおい
て普通当り図柄が導出された場合、遊技者は、普通当りを認識可能である。普通ゲームに
おいて、普通はずれ図柄が導出された場合、遊技者は、普通はずれを認識可能である。本
実施形態では、内部抽選（普通当り抽選）に当選すると、普通ゲームにおいて普通当り図
柄が導出されたのち、該普通当りの普通ゲームの終了後に、普通当り遊技が付与される。
詳しくは後述するが、普通当り遊技は、遊技者が第２特別ゲームの始動条件を成立させ易
くなることから、遊技者にとって有利な状態である。
【００２４】
　情報表示パネル２２は、普通保留表示部２２ｆを備えている。普通保留表示部２２ｆは
、始動条件が成立したが未だ実行条件が成立していないことで、その実行が保留されてい
る普通ゲームの回数（以下、「普通保留数」という）を認識可能に表示する。例えば、普
通保留数の上限数（最大数）は、４である。
【００２５】
　その他、例えば、情報表示パネル２２は、遊技球の発射強度に関する報知を行う右打ち
表示部を備えていてもよい。また、情報表示パネル２２は、遊技者に払い出す賞球の残り
個数を表示する残数表示部を備えていてもよい。また、情報表示パネル２２は、大当り遊
技中のラウンド遊技の回数を表示するラウンド数表示部を備えていてもよい。これらの複
数の表示部は、同一の部材（本実施形態でいえば、情報表示パネル２２）に設ける必要は
なく、本実施形態とは異なる部材に別々に設けられていてもよい。
【００２６】
　パチンコ遊技機１０は、遊技盤２０のうち、遊技領域２１の略中央に、各種の装飾が施
されたセンター枠２３を備えている。センター枠２３は、開口部２３ａを備えている。セ
ンター枠は、センター役やセンター役物ともいわれる。
【００２７】
　パチンコ遊技機１０は、演出表示装置２５を備えている。例えば、演出表示装置２５は
、液晶ディスプレイや有機ＥＬディスプレイなどの表示装置であってもよく、プロジェク
タとスクリーンを含んで構成された表示装置であってもよい。演出表示装置２５は、画像
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が表示される表示領域２５ｒを備えている。演出表示装置２５は、センター枠２３の開口
部２３ａを介して、遊技者が表示領域２５ｒを視認可能となるように、遊技盤２０に組み
付けられている。演出表示装置２５は、演出の１つとして、所定のキャラクタや文字を模
した絵柄を表示する演出（以下、「表示演出」と示す）を実行する。
【００２８】
　パチンコ遊技機１０は、第１始動口２６を備えている。第１始動口２６は、遊技領域２
１のうちセンター枠２３の下方に位置している。第１始動口２６は、常時、遊技球を入球
させることができるように開口されている。パチンコ遊技機１０は、第１始動口２６に入
球した遊技球を検知する第１始動センサＳＥ１（図４に示す）を備えている。例えば、第
１始動口２６には入球した遊技球を遊技盤２０の裏側に導く図示しない球通路が連設され
ており、その球通路に第１始動センサＳＥ１が配設されている。本実施形態では、第１始
動センサＳＥ１により遊技球が検知されると、第１特別ゲームの始動条件が成立し得ると
ともに、賞球の払出条件が成立する。
【００２９】
　パチンコ遊技機１０は、第２始動口２７を備えている。第２始動口２７は、遊技領域２
１のうちセンター枠２３の右下方に位置している。パチンコ遊技機１０は、第２始動口２
７に入球した遊技球を検知する第２始動センサＳＥ２（図４に示す）を備えている。例え
ば、第２始動口２７には入球した遊技球を遊技盤２０の裏側に導く図示しない球通路が連
設されており、その球通路に第２始動センサＳＥ２が配設されている。本実施形態では、
第２始動センサＳＥ２により遊技球が検知されると、第２特別ゲームの始動条件が成立し
得るとともに、賞球の払出条件が成立する。
【００３０】
　また、第２始動口２７は、第１可変部材２８を有する。第１可変部材２８は、遊技球を
第２始動口２７へ入球させ易い、又は入球させることができる開状態と、遊技球を第２始
動口２７へ入球させ難い、又は入球させることができない閉状態と、に動作可能である。
第１可変部材２８は、アクチュエータ（例えば、ソレノイド）から動力を受けて動作する
。本実施形態において第１可変部材２８は、普通当り抽選に当選したことを契機に、開状
態に動作される。
【００３１】
　パチンコ遊技機１０は、大入賞口２９を備えている。大入賞口２９は、遊技領域２１の
うちセンター枠２３の右下方に位置している。パチンコ遊技機１０は、大入賞口２９に入
球した遊技球を検知するカウントセンサＳＥ３（図４に示す）を備えている。例えば、大
入賞口２９には入球した遊技球を遊技盤２０の裏側に導く図示しない球通路が連設されて
おり、その球通路にカウントセンサＳＥ３が配設されている。本実施形態では、カウント
センサＳＥ３により遊技球が検知されると、賞球の払出条件が成立する。
【００３２】
　また、大入賞口２９は、第２可変部材３０を有する。第２可変部材３０は、遊技球を大
入賞口２９へ入球させ易い、又は入球させることができる開状態と、遊技球を大入賞口２
９へ入球させ難い、又は入球させることができない閉状態と、に動作可能である。第２可
変部材３０は、アクチュエータ（例えば、ソレノイド）から動力を受けて動作する。本実
施形態において第２可変部材３０は、大当りに当選したことを契機に、開状態に動作され
る。本実施形態において、第２可変部材３０が開状態となる場合には、大入賞口２９への
遊技球の入球が許容される。また、本実施形態において、第２可変部材３０が閉状態とな
る場合には、大入賞口２９への遊技球の入球が許容されない。
【００３３】
　パチンコ遊技機１０は、ゲート３１を備えている。ゲート３１は、遊技領域２１のうち
センター枠２３の右方に位置している。ゲート３１には、常時、遊技球を入球させること
ができるように開放されたゲート口が開口されている。ゲート口には、入球し、通過する
遊技球を検知するゲートセンサＳＥ４（図４に示す）が配設されている。本実施形態では
、ゲートセンサＳＥ４により遊技球が検知されると、普通ゲームの始動条件が成立し得る
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。
【００３４】
　パチンコ遊技機１０は、アウト口３２を備えている。本実施形態において、第１始動口
２６や第２始動口２７、大入賞口２９へ入球しなかった遊技球は、アウト口３２から機外
へと排出される。アウト口の数は１つでなくてもよく、複数であってもよい。
【００３５】
　なお、パチンコ遊技機１０は、特別ゲームの始動条件や普通ゲームの始動条件が成立し
得ない一方、大入賞口２９へ遊技球が入球した場合よりも少ない個数の遊技球を賞球とし
て払い出す払出条件が成立する入賞口（所謂、普通入賞口や一般入賞口）を設けてもよい
。また、パチンコ遊技機１０は、釘（遊技釘）や風車など、遊技領域２１を流下する遊技
球の挙動に変化を与えるための遊技構成部材を備えている。
【００３６】
　パチンコ遊技機１０は、磁気を検知する磁気検知手段としての磁気センサを備えている
。本実施形態のパチンコ遊技機１０は、第１磁気センサＺＳ１、第２磁気センサＺＳ２及
び第３磁気センサＺＳ３の３つの磁気センサを備えている。本実施形態において、磁気セ
ンサＺＳ１～ＺＳ３は、遊技盤２０の裏側に配設されている。また、磁気センサを遊技盤
２０の裏側に配設する場合、遊技盤２０を構成する板材（例えば、ベニヤ板やアクリル板
）の近傍に配設することで、遊技盤２０に近づけられた磁石等の磁気を検知し易くできる
。例えば、遊技盤２０の裏側に磁気センサを配設する際、遊技盤２０を構成する板材に直
接磁気センサを配設する場合には、遊技盤２０を構成する板材から所定距離離れた場所に
磁気センサを配置する場合に比して、遊技盤２０の表側の磁気を検知し易くなる。なお、
磁気センサＺＳ１～ＺＳ３のうち一部又は全ての磁気センサは、遊技盤２０の裏側に配設
する必要はなく、遊技盤２０の表側に配設してもよい。遊技盤２０の表側に磁気センサを
配設する場合、例えば、遊技者から磁気センサを視認できない（又は、視認し難い）よう
に装飾部材などで覆ってもよい。磁気センサを遊技盤２０の裏側に設けることや、磁気セ
ンサを装飾部材で覆うことによって、磁気センサが配設されている位置を特定し難くでき
るため、磁気を用いた不正行為を抑制することができる。また、磁気センサを遊技盤２０
の裏側に設けることや、磁気センサを装飾部材で覆うことによって、磁気センサがパチン
コ遊技機１０の表側に露出され難く、外観が良くなる。
【００３７】
　第１磁気センサＺＳ１は、遊技盤２０の裏側であって、第１始動口２６の裏側の位置に
配設されている。このように、第１磁気センサＺＳ１を第１始動口２６の裏側の位置に配
設することで、第１磁気センサＺＳ１により、第１始動口２６付近の磁気（例えば、第１
始動口２６へ磁石が近づけられた場合の磁気）を検知することができる。なお、第１磁気
センサＺＳ１は、遊技盤２０の裏側に直接的に配設せずに間接的に配設してもよく、例え
ば、第１始動口２６を含んで構成された第１始動口ユニットに配設してもよい。
【００３８】
　第２磁気センサＺＳ２は、遊技盤２０の裏側であって、第２始動口２７の裏側の位置に
配設されている。このように、第２磁気センサＺＳ２を第２始動口２７の裏側の位置に配
設することで、第２磁気センサＺＳ２により、第２始動口２７付近の磁気（例えば、第２
始動口２７へ磁石が近づけられた場合の磁気）を検知することができる。なお、第２磁気
センサＺＳ２は、遊技盤２０の裏側に直接的に配設せずに間接的に配設してもよく、例え
ば、第２始動口２７を含んで構成された第２始動口ユニットに配設してもよい。
【００３９】
　第３磁気センサＺＳ３は、遊技盤２０の裏側であって、大入賞口２９の裏側の位置に配
設されている。このように、第３磁気センサＺＳ３を大入賞口２９の裏側の位置に配設す
ることで、第３磁気センサＺＳ３により、大入賞口２９付近の磁気（例えば、大入賞口２
９へ磁石が近づけられた場合の磁気）を検知することができる。なお、第３磁気センサＺ
Ｓ３は、遊技盤２０の裏側に直接的に配設せずに間接的に配設してもよく、例えば、大入
賞口２９を含んで構成された大入賞口ユニットに配設してもよい。
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【００４０】
　次に、パチンコ遊技機１０の遊技状態について説明する。
　パチンコ遊技機１０は、大当り確率が異なる遊技状態として、低確率状態と高確率状態
とを備えている。大当り確率は、内部抽選（大当り抽選）において大当りに当選する確率
である。高確率状態は、低確率状態に比して、大当り確率が高い遊技状態である。高確率
状態では、大当りに当選する可能性が低確率状態に比して高まることから、遊技者にとっ
て有利な遊技状態となる。高確率状態は、所謂「確率変動状態（確変状態）」である。
【００４１】
　パチンコ遊技機１０は、遊技球の発射個数に対する賞球個数の割合が異なる遊技状態と
して、低ベース状態と、高ベース状態と、を備えている。高ベース状態は、低ベース状態
に比して、遊技球が第２始動口２７に入球する確率が高い遊技状態である。高ベース状態
は、所謂「電サポ状態」であり、低ベース状態は、所謂「非電サポ状態」である。高ベー
ス状態では、遊技球が第２始動口２７に入球する確率が高まることから、遊技者にとって
有利な遊技状態となる。
【００４２】
　例えば、高ベース状態は、次に説明する３つの制御のうち任意に選択された１の制御を
行うことにより、又は複数の制御を組み合わせて行うことにより実現できる。第１の制御
は、普通ゲームの変動時間を、低ベース状態のときよりも短くする普通図柄の変動時間短
縮制御である。第２の制御は、普通当り抽選に当選する確率（普通当り確率）を、低ベー
ス状態のときよりも高確率に変動させる普通図柄の確率変動制御である。第３の制御は、
１回の普通当り遊技における第１可変部材２８の合計開放時間を、低ベース状態のときよ
りも長くする開放時間延長制御である。なお、開放時間延長制御としては、１回の普通当
り遊技における第１可変部材２８の開放回数を、低ベース状態のときよりも多くする制御
、及び普通当り遊技における第１可変部材２８の１回の開放時間を、低ベース状態のとき
よりも長くする制御のうち、少なくとも一方の制御を行うとよい。また、高ベース状態は
、次に説明する第４の制御を組み合わせて実現してもよい。第４の制御は、特別ゲームの
変動時間（例えば、平均の変動時間）を、低ベース状態のときよりも短くなり易くする特
別図柄の変動時間短縮制御である。特別図柄の変動時間短縮制御を行う場合、高ベース状
態は、所謂「変動時間短縮状態」となる。
【００４３】
　次に、パチンコ遊技機１０における大当りについて説明する。
　本実施形態のパチンコ遊技機１０は、特別図柄の大当り図柄として、複数種類の大当り
図柄を備えている。複数種類の大当り図柄は、第１の大当り図柄と、第２の大当り図柄と
、に分類されている。複数種類の大当り図柄には、それぞれ大当りの種類が定められてお
り、大当りの種類は複数ある。複数種類の大当り図柄には、大当り遊技の終了後の遊技状
態が定められていてもよい。
【００４４】
　大当り遊技では、最初に、予め定めたオープニング期間にわたって、大当り遊技の開始
を報知するオープニング演出が行われる。大当り遊技では、オープニング演出の終了後に
、大入賞口２９が開放されるラウンド遊技が行われる。ラウンド遊技は、予め定めた上限
回数を上限として行われる。１回のラウンド遊技において、大入賞口２９は、予め定めた
上限個数の遊技球が入球する第１終了条件、又は予め定めた上限時間が経過する第２終了
条件が成立する迄の間、開放される。ラウンド遊技では、ラウンド演出が行われる。そし
て、大当り遊技では、最終回のラウンド遊技が終了すると、予め定めたエンディング期間
にわたって、大当り遊技の終了を報知するエンディング演出が行われる。大当り遊技は、
エンディング演出の終了に伴って終了される。
【００４５】
　第１の大当り図柄に分類されている大当り図柄及び第２の大当り図柄に分類されている
大当り図柄には、ラウンド遊技の上限回数が１０回である大当り遊技が定められている。
また、第１の大当り図柄に分類されている大当り図柄には、大当り遊技の終了後の遊技状
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態として、次回の大当り遊技が付与される迄の間の高確率状態と、次回の大当り遊技が付
与される迄の間の高ベース状態と、が定められている。一方、第２の大当り図柄に分類さ
れている大当り図柄には、大当り遊技の終了後に付与する遊技状態として、低確率状態と
、予め定めた上限回数（例えば、１００回）の特別ゲームが終了される迄の間、又は上限
回数の特別ゲームが終了される前に大当り遊技が付与される迄の間の高ベース状態と、が
定められている。
【００４６】
　本実施形態では、高確率状態が付与されるか否かの観点によれば、有利度は「第２の大
当り図柄＜第１の大当り図柄」という関係となる。高ベース状態が付与される特別ゲーム
の回数が多いか少ないかの観点によれば、有利度は「第２の大当り図柄＜第１の大当り図
柄」という関係となる。したがって、第１の大当り図柄は、高ベース状態が付与される特
別ゲームの回数が多く、さらに高確率状態が付与されるために、第２の大当り図柄に比し
て有利な大当り図柄といえる。
【００４７】
　以下の説明において、第１の大当り図柄に分類される大当り図柄に基づく大当り遊技を
「第１大当り遊技」、第２の大当り図柄に分類される大当り図柄に基づく大当り遊技を「
第２大当り遊技」と示す場合がある。また、第１大当り遊技に対応する大当りの種類を「
第１大当り」、第２大当り遊技に対応する大当りの種類を「第２大当り」と示す場合があ
る。
【００４８】
　また、本実施形態における演出表示装置２５が実行可能な表示演出には、演出用の図柄
（以下、演出図柄という）が複数列で変動表示され、最終的に演出図柄の組み合わせが導
出される演出図柄変動ゲーム（以下、「演出ゲーム」という）がある。演出図柄は、キャ
ラクタや模様などの装飾が施された図柄であって、表示演出を多様化させるためのもので
あり、「装飾図柄」や「飾り図柄」ともいわれる。本実施形態において演出ゲームは、第
１列、第２列及び第３列の図柄列をそれぞれ縦方向に変動表示（スクロール表示）させて
行われる。第１列の演出図柄は所謂第１図柄であり、第２列の演出図柄は所謂第２図柄で
あり、第３列の演出図柄は所謂第３図柄である。
【００４９】
　演出ゲームは、特別ゲームと連動して行われる。具体的に、演出ゲームは、特別ゲーム
の開始に伴って開始され、特別ゲームの終了に伴って終了される。そして、演出ゲームで
は、特別ゲームにて導出された特別図柄に応じた演出図柄の組み合わせが導出される。特
別ゲームにおいて大当り図柄が導出される場合には、演出ゲームにおいて演出図柄による
大当り図柄が導出される。例えば、演出図柄による大当り図柄は、「３３３」や「７７７
」などのように、全列の演出図柄が同一となる図柄組み合わせである。特別ゲームにおい
て、はずれ図柄が導出される場合には、演出ゲームにおいて、演出図柄によるはずれ図柄
が導出される。例えば、演出図柄によるはずれ図柄は、「３２３」や「５５６」、［４２
６］などのように、少なくとも一部列の演出図柄が他列の演出図柄とは異なる図柄組み合
わせである。なお、演出ゲームにおいては、演出図柄が確定停止表示される前に一旦停止
表示されてもよい。本明細書において「一旦停止表示」とは、例えば「ゆれ変動状態」な
ど、図柄が再び変動表示される可能性があることを示す状態を意味している。
【００５０】
　演出ゲームは、リーチを形成して行うリーチ演出を含む場合がある。リーチは、複数列
のうち特定の列（本実施形態では、第１列と第３列）に同一の演出図柄が一旦停止表示さ
れており、且つ特定の列とは異なる列（本実施形態では、第２列）の演出図柄が引き続き
変動表示されている状態である。例えば、リーチ演出には、登場させるキャラクタや演出
図柄の動作が異なる複数種類のリーチ演出があってもよい。
【００５１】
　次に、パチンコ遊技機１０の電気的構成について説明する。
　図４に示すように、パチンコ遊技機１０は、主基板４０を備えている。主基板４０は、
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各種の処理を行い、該処理の結果に応じて制御信号（制御コマンド）などの制御情報を出
力する。パチンコ遊技機１０は、電源ユニット４１を備えている。パチンコ遊技機１０は
、遊技盤入出力基板４２を備えている。パチンコ遊技機１０は、情報基板４３を備えてい
る。パチンコ遊技機１０は、主制御中継端子板４４を備えている。パチンコ遊技機１０は
、払出制御基板４５を備えている。パチンコ遊技機１０は、外部端子板４６を備えている
。パチンコ遊技機１０は、貸出装置接続端子板４７を備えている。パチンコ遊技機１０は
、発射制御基板４８を備えている。パチンコ遊技機１０は、前枠信号基板４９を備えてい
る。
【００５２】
　また、パチンコ遊技機１０は、副基板５０を備えている。副基板５０は、主基板４０が
出力する制御情報に基づき所定の処理を行う。例えば、副基板５０は、装飾ランプ１７に
よる発光演出、スピーカ１８による音声演出及び演出表示装置２５による表示演出を実行
させるための処理を行う。
【００５３】
　パチンコ遊技機１０において主基板４０、電源ユニット４１、遊技盤入出力基板４２、
情報基板４３、主制御中継端子板４４、払出制御基板４５、外部端子板４６、貸出装置接
続端子板４７、発射制御基板４８、前枠信号基板４９及び副基板５０は、遊技盤２０の裏
側に配設されている。本実施形態における遊技盤ユニットには、主基板４０、電源ユニッ
ト４１、遊技盤入出力基板４２、情報基板４３、主制御中継端子板４４、払出制御基板４
５、外部端子板４６、貸出装置接続端子板４７、発射制御基板４８、前枠信号基板４９及
び副基板５０が含まれる。
【００５４】
　主基板４０は、遊技盤入出力基板４２、情報基板４３、主制御中継端子板４４及び副基
板５０と接続されている。主基板４０は、主基板４０と遊技盤入出力基板４２の間で双方
向に制御情報が送信されるように、遊技盤入出力基板４２と接続されている。主基板４０
は、主基板４０から一方向に制御情報が送信されるように、情報基板４３と接続されてい
る。主基板４０は、主基板４０と主制御中継端子板４４の間で双方向に制御情報が送信さ
れるように、主制御中継端子板４４と接続されている。主基板４０は、主基板４０から一
方向に制御情報が送信されるように、副基板５０と接続されている。
【００５５】
　また、主制御中継端子板４４は、払出制御基板４５と接続されている。主制御中継端子
板４４は、主制御中継端子板４４と払出制御基板４５の間で双方向に制御情報が送信され
るように、払出制御基板４５と接続されている。また、払出制御基板４５は、外部端子板
４６、貸出装置接続端子板４７及び発射制御基板４８と接続されている。払出制御基板４
５は、払出制御基板４５から一方向に制御情報が送信されるように、外部端子板４６と接
続されている。払出制御基板４５は、払出制御基板４５と貸出装置接続端子板４７の間で
双方向に制御情報が送信されるように、貸出装置接続端子板４７と接続されている。払出
制御基板４５は、払出制御基板４５と発射制御基板４８の間で双方向に制御情報が送信さ
れるように、発射制御基板４８と接続されている。
【００５６】
　また、発射制御基板４８は、貸出装置接続端子板４７及び前枠信号基板４９と接続され
ている。発射制御基板４８は、発射制御基板４８と貸出装置接続端子板４７の間で双方向
に制御情報が送信されるように、貸出装置接続端子板４７と接続されている。発射制御基
板４８は、発射制御基板４８と前枠信号基板４９の間で双方向に制御情報が送信されるよ
うに、前枠信号基板４９と接続されている。また、電源ユニット４１は、払出制御基板４
５及び貸出装置接続端子板４７と接続されている。
【００５７】
　まず、主基板４０について説明する。
　主基板４０は、主制御用ＣＰＵ４０ａと、主制御用ＲＯＭ４０ｂと、主制御用ＲＡＭ４
０ｃと、を備えている。主制御用ＣＰＵ４０ａは、主制御用ＣＰＵ４０ａの制御プログラ
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ム（主制御用プログラム）を実行することにより、各種の処理を行う。主制御用ＲＯＭ４
０ｂは、主制御用ＣＰＵ４０ａの制御プログラムや、所定の抽選に用いられる抽選テーブ
ルや判定値などを記憶している。
【００５８】
　また、主制御用ＲＯＭ４０ｂは、複数の変動パターンを記憶している。複数種類の変動
パターンは、特別ゲームが開始されてから特別ゲームが終了されるまでの変動時間が対応
付けられている。すなわち、変動パターンには、特別ゲームの変動時間が対応付けられて
いる。このため、変動パターンは、特別ゲームの変動時間を特定可能な情報であるといえ
る。また、変動パターンは、特別ゲームが開始されてから特別ゲームが終了されるまでの
間に行われる演出ゲームの演出内容のうち一部又は全てを特定可能な情報であってもよい
。変動パターンには、例えば、大当り変動パターンと、はずれ変動パターンと、がある。
大当り変動パターンには、演出ゲームの演出内容として、リーチ演出を経て最終的に演出
図柄による大当り図柄を導出させる演出内容が対応付けられている。はずれ変動パターン
には、演出ゲームの演出内容として、リーチ演出を経ない又はリーチ演出を経て、最終的
にはずれの図柄組み合わせを導出させる演出内容が対応付けられている。
【００５９】
　主制御用ＲＡＭ４０ｃは、パチンコ遊技機１０の動作中に書き換えられる様々な情報を
記憶可能に構成されている。主制御用ＲＡＭ４０ｃが記憶する情報には、例えば、フラグ
、カウンタ及びタイマなどがある。また、本実施形態の主基板４０は、乱数を生成可能に
構成されている。例えば、乱数は、乱数の値を所定の周期毎に更新する乱数生成回路を主
基板４０に搭載することにより、ハードウェア乱数として生成してもよく、主制御用ＣＰ
Ｕ４０ａが所定の制御周期毎に乱数の値を更新することにより、ソフトウェア乱数として
生成してもよい。
【００６０】
　主制御用ＣＰＵ４０ａは、図示しないポートを介して、第１始動センサＳＥ１及び第２
始動センサＳＥ２と接続されている。主制御用ＣＰＵ４０ａは、図示しないポートを介し
て、第１始動センサＳＥ１及び第２始動センサＳＥ２が出力する検知信号を入力可能に構
成されている。
【００６１】
　次に、電源ユニット４１について説明する。
　電源ユニット４１は、遊技場の主電源から供給される電源電圧（例えば、ＡＣ２４Ｖ）
を第１の電源電圧（例えば、ＤＣ３５Ｖ）に変換する。更に、電源ユニット４１は、変換
後の第１の電源電圧を第２の電源電圧（例えば、ＤＣ１２Ｖ）に変換する。
【００６２】
　貸出装置接続端子板４７には、電源ユニット４１から遊技場の主電源から供給される電
源電圧が供給される。一方、払出制御基板４５には、電源ユニット４１において変換され
た電源電圧が供給される。払出制御基板４５へ供給された電源電圧は、複数本の電源供給
線を介して、主制御中継端子板４４及び発射制御基板４８へと供給される。
【００６３】
　因みに、主制御中継端子板４４へ供給された電源電圧は、複数本の電源供給線を介して
、主基板４０へ供給される。更に、主基板４０へ供給された電源電圧は、複数本の電源供
給線を介して、遊技盤入出力基板４２、情報基板４３及び副基板５０へと供給される。ま
た、発射制御基板４８へ供給された電源電圧は、複数本の電源供給線を介して、前枠信号
基板４９へと供給される。
【００６４】
　なお、電源ユニット４１にて変換された電源電圧の全ての電源電圧が、主基板４０、遊
技盤入出力基板４２、情報基板４３、主制御中継端子板４４、払出制御基板４５、発射制
御基板４８、前枠信号基板４９及び副基板５０へ供給されなくてもよい。すなわち、電源
ユニット４１にて変換された電源電圧の全ての電源電圧のうち一部の電源電圧が、主基板
４０、遊技盤入出力基板４２、情報基板４３、主制御中継端子板４４、払出制御基板４５
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、発射制御基板４８、前枠信号基板４９及び副基板５０へ供給されるように構成してもよ
い。また、主基板４０、遊技盤入出力基板４２、情報基板４３、主制御中継端子板４４、
払出制御基板４５、発射制御基板４８、前枠信号基板４９及び副基板５０のうち一部の基
板については、電源ユニット４１にて変換された電源電圧の全ての電源電圧が供給される
ように構成してもよい。つまり、主基板４０、遊技盤入出力基板４２、情報基板４３、主
制御中継端子板４４、払出制御基板４５、発射制御基板４８、前枠信号基板４９及び副基
板５０のうち一部の基板については、電源ユニット４１にて変換された電源電圧の一部の
電源電圧が供給されるように構成してもよい。
【００６５】
　本実施形態の電源ユニット４１では、第１の電源電圧と第２の電源電圧の２種類の電源
電圧に変換されるように構成したが、３種類以上の電源電圧（例えば、ＤＣ３５Ｖ、ＤＣ
１２Ｖ及びＤＣ５Ｖ）に変換されるように構成してもよい。
【００６６】
　次に、遊技盤入出力基板４２について説明する。
　遊技盤入出力基板４２は、図示しないポートを介して、第１磁気センサＺＳ１、第２磁
気センサＺＳ２及び第３磁気センサＺＳ３と接続されている。遊技盤入出力基板４２は、
図示しないポートを介して、第１磁気センサＺＳ１からの磁気検知信号の状態を入力可能
に構成されている。同様に、遊技盤入出力基板４２は、図示しないポートを介して、第２
磁気センサＺＳ２からの磁気検知信号の状態、及び、第３磁気センサＺＳ３からの磁気検
知信号の状態を入力可能に構成されている。詳しくは後述するが、磁気検知信号の状態に
よって、磁気が検知されていること、又は、磁気が検知されていないことを特定すること
が可能となっている。因みに、本実施形態において第１磁気センサＺＳ１～第３磁気セン
サＺＳ３からの磁気検知信号の状態は、遊技盤入出力基板４２に入力された後、遊技盤入
出力基板４２と接続されている主基板４０へと入力される。このように、磁気検知信号は
、制御手段としての機能を実現する主制御用ＣＰＵ４０ａを有する主基板４０へと入力さ
れる。
【００６７】
　因みに、本実施形態において、遊技盤入出力基板４２以外の基板へ出力される磁気検知
信号の状態は、１つである。第１磁気センサＺＳ１からの磁気検知信号、第２磁気センサ
ＺＳ２からの磁気検知信号及び第３磁気センサＺＳ３からの磁気検知信号のうち少なくと
も１つが特定状態であるときには、遊技盤入出力基板４２以外の基板へ出力される磁気検
知信号の状態は特定状態となる。そして、第１磁気センサＺＳ１からの磁気検知信号、第
２磁気センサＺＳ２からの磁気検知信号及び第３磁気センサＺＳ３からの磁気検知信号の
うち全てが非特定状態であるときには、遊技盤入出力基板４２以外の基板へ出力される磁
気検知信号の状態は非特定状態となる。すなわち、本実施形態では、第１磁気センサＺＳ
１～第３磁気センサＺＳ３のうち少なくとも１つの磁気センサから出力される磁気検知信
号の状態が特定状態であれば、磁気が検知されたものとして各種の制御及び動作が行われ
ることになる。なお、本実施形態において、遊技盤入出力基板４２以外の基板へ出力され
る磁気検知信号の状態は、磁気検知手段に相当する磁気センサＺＳ１～ＺＳ３からの磁気
検知信号（又は、磁気検知信号の状態）に相当する。
【００６８】
　遊技盤入出力基板４２は、図示しないポートを介して、カウントセンサＳＥ３及びゲー
トセンサＳＥ４と接続されている。遊技盤入出力基板４２は、図示しないポートを介して
、カウントセンサＳＥ３が出力する検知信号を入力可能に構成されている。同様に、遊技
盤入出力基板４２は、図示しないポートを介して、ゲートセンサＳＥ４が出力する検知信
号を入力可能に構成されている。因みに、本実施形態においてカウントセンサＳＥ３が出
力する検知信号及びゲートセンサＳＥ４が出力する検知信号は、遊技盤入出力基板４２に
入力された後、遊技盤入出力基板４２と接続されている主基板４０へと入力される。
【００６９】
　その他、遊技盤入出力基板４２には、第１可変部材２８へ動力を与えるアクチュエータ
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や、第２可変部材３０へ動力を与えるアクチュエータが接続されている。例えば、主基板
４０の主制御用ＣＰＵ４０ａは、図示しない駆動回路を介して、第１可変部材２８へ動力
を与えるアクチュエータや第２可変部材３０へ動力を与えるアクチュエータの動作を制御
可能となっている。この駆動回路は、主基板４０に搭載されていてもよいし、遊技盤入出
力基板４２に搭載されていてもよい。
【００７０】
　次に、情報基板４３について説明する。
　情報基板４３には、情報表示パネル２２と接続されている。主基板４０の主制御用ＣＰ
Ｕ４０ａは、図示しない駆動回路を介して、情報表示パネル２２の表示内容を制御可能と
なっている。この駆動回路は、主基板４０に搭載されていてもよいし、情報基板４３に搭
載されていてもよい。
【００７１】
　次に、主制御中継端子板４４について説明する。
　主制御中継端子板４４は、前述したように、主基板４０と接続されているとともに、払
出制御基板４５と接続されている。主基板４０から主制御中継端子板４４へ出力された制
御情報は、主制御中継端子板４４を介して、払出制御基板４５へと出力され、払出制御基
板４５に入力される。また、払出制御基板４５から主制御中継端子板４４へ出力された制
御情報は、主制御中継端子板４４を介して、主基板４０へと出力され、主基板４０に入力
される。主制御中継端子板４４では、主基板４０と払出制御基板４５の間での制御情報の
入出力を中継し、主基板４０と払出制御基板４５の間での制御情報の入出力が主制御中継
端子板４４によって補助される。本実施形態において、主基板４０は、主制御中継端子板
４４を介して払出制御基板４５と接続されている。
【００７２】
　次に、払出制御基板４５について説明する。
　払出制御基板４５は、払出制御用ＣＰＵ４５ａと、払出制御用ＲＯＭ４５ｂと、払出制
御用ＲＡＭ４５ｃと、を備えている。例えば、払出制御用ＣＰＵ４５ａは、払出制御用Ｃ
ＰＵ４５ａの制御プログラム（払出制御用プログラム）を実行することにより、各種の処
理（例えば、遊技球の払い出しに関する処理）を行う。払出制御用ＲＯＭ４５ｂは、払出
制御用ＣＰＵ４５ａの制御プログラムなどを記憶している。また、払出制御用ＲＡＭ４５
ｃは、パチンコ遊技機１０の動作中に適宜書き換えられる様々な情報を記憶可能に構成さ
れている。
【００７３】
　払出制御用ＣＰＵ４５ａは、主基板４０から遊技球の払い出しを支持する賞球信号を入
力した場合、遊技球の払い出しを制御する。例えば、払出制御基板４５には、図示しない
払出ユニットが接続されている。払出ユニットは、遊技球を払い出す部材に相当する。そ
して、払出制御用ＣＰＵ４５ａは、賞球信号に基づき払出ユニットを駆動させ、所定個数
の遊技球が払い出されるように制御する。
【００７４】
　また、払出制御基板４５には、外部端子板４６が接続されている。外部端子板４６には
、外部装置（外部機器）と接続可能な接続端子が設けられており、主制御用ＣＰＵ４０ａ
は、主制御中継端子板４４及び払出制御基板４５を介して、接続端子と接続されている外
部装置へと出力される外部信号の出力を制御可能となっている。なお、接続端子と接続さ
れている外部装置へと出力される外部信号の出力は、払出制御用ＣＰＵ４５ａが制御可能
に構成してもよく、この場合、払出制御用ＣＰＵ４５ａは外部信号の出力を制御可能な制
御手段としての機能を実現することになる。
【００７５】
　その他、払出制御基板４５には、図示しないポートを介して、遊技盤２０から外部へ排
出された遊技球を検知するアウト球センサと接続されるようにしてもよい。このとき、払
出制御基板４５は、図示しないポートを介して、アウト球センサが出力する検知信号を入
力可能に構成するとよい。
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【００７６】
　次に、外部端子板４６について説明する。
　外部端子板４６には、外部装置（外部機器）と接続可能な接続端子が設けられている。
本実施形態における外部端子板４６には、複数の接続端子が設けられている。外部端子板
４６に設けられた接続端子には、遊技機設置設備に配置されるデータカウンタやホールコ
ンピュータなどが接続される。
【００７７】
　次に、貸出装置接続端子板４７について説明する。
　貸出装置接続端子板４７には、遊技球貸出装置（ＣＲユニットともいわれる）と接続可
能な接続端子が設けられている。貸出装置接続端子板４７は、外部装置である遊技球貸出
装置と制御情報を送受信可能に構成されている。遊技球貸出装置と貸出装置接続端子板４
７で送受信される制御情報は、遊技球の貸出に関する制御情報が含まれ、例えば、遊技球
を貸し出したことを特定可能な制御情報や貸し出すことのできる遊技球の上限を特定可能
な情報などがある。また、遊技球貸出装置と接続可能な接続端子には、貸出装置接続端子
板４７に供給された電源電圧を遊技球貸出装置に供給するための端子が含まれている。
【００７８】
　次に、発射制御基板４８について説明する。
　発射制御基板４８には、例えば、発射ユニットが接続される。発射ユニットは、発射さ
せる遊技球が送り出される発射部と、遊技球を発射させる打球杵と、を備えている。発射
制御基板４８には、例えば、発射部へ遊技球を送り出すアクチュエータが接続される。例
えば、発射制御基板４８は、図示しない駆動回路を介して、発射部へ遊技球を送り出すア
クチュエータの動作を制御可能となっている。また、発射制御基板４８には、例えば、打
球杵に動力を与えるアクチュエータが接続される。例えば、発射制御基板４８は、図示し
ない駆動回路を介して、発射槌へ動力を与えるアクチュエータの動作を制御可能となって
いる。
【００７９】
　次に、前枠信号基板４９について説明する。
　前枠信号基板４９は、図示しないポートを介して、第１扉開放検知部Ｓ１１及び第２扉
開放検知部Ｓ１２と接続されている。また、前枠信号基板４９は、図示しないポートを介
して、第１扉開放検知部Ｓ１１からの扉開閉信号の状態を入力可能に構成されている。同
様に、前枠信号基板４９は、図示しないポートを介して、第２扉開放検知部Ｓ１２からの
扉開放信号の状態を入力可能に構成されている。
【００８０】
　本実施形態において、扉開放信号は、第１状態と、第２状態と、を取り得る。このよう
に、扉開放信号の状態には、第１状態と、第２状態と、がある。本実施形態では、扉開放
検知部Ｓ１１，Ｓ１２が中枠１３及び前枠１４のうち少なくとも一方が開放されているこ
とを検知している場合、扉開放信号の状態は「第１状態」となる。一方、本実施形態では
、扉開放検知部Ｓ１１，Ｓ１２が中枠１３及び前枠１４が閉鎖されていることを検知して
いる場合、扉開放信号の状態は「第２状態」となる。
【００８１】
　本実施形態では、中枠１３及び前枠１４のうち少なくとも一方が開放されていることが
「扉部材が開放されていること」に相当し、中枠１３及び前枠１４が閉鎖されていること
が「扉部材が開放されていないこと」に相当する。本実施形態において扉開放信号は、開
放検知信号に相当する。そして、本実施形態において、開放検知信号に相当する扉開放信
号の状態には、扉部材の開放が検知されていることを特定できる第１状態と、扉部材の開
放が検知されていないことを特定できる第２状態と、があることがわかる。
【００８２】
　因みに、本実施形態において扉開放信号の状態が第１状態であるとき、扉開放信号の出
力状態はローレベル（ＬＯＷ－Ｌｅｖｅｌ）となる。一方、本実施形態において扉開放信
号の状態が第２状態であるとき、扉開放信号の出力状態はハイレベル（ＨＩＧＨ－Ｌｅｖ
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ｅｌ）となる。扉開放信号の出力状態がローレベルであるとき（扉開放信号の状態が第１
状態であるとき）と、扉開放信号の出力状態がハイレベルであるとき（扉開放信号の状態
が第２状態であるとき）では、扉開放信号の電圧値が異なる。本実施形態において、扉開
放信号の出力状態がローレベルであるときの当該扉開放信号の電圧値は、扉開放信号の出
力状態がハイレベルであるときの当該扉開放信号の電圧値よりも低い。例えば、扉開放信
号の出力状態がローレベルであるときの当該扉開放信号の電圧値は、０Ｖであってもよい
し、０Ｖよりも高い値であってもよい。
【００８３】
　これにより、本実施形態では、扉開放信号の状態によって、中枠１３と前枠１４のうち
少なくとも一方が開放されていること、又は、中枠１３と前枠１４の両方が閉鎖されてい
ることを特定することが可能となっている。
【００８４】
　因みに、本実施形態において第１扉開放検知部Ｓ１１及び第２扉開放検知部Ｓ１２から
の扉開放信号の状態は、前枠信号基板４９に入力された後、発射制御基板４８、払出制御
基板４５及び主制御中継端子板４４を介して、主基板４０へと入力される。また、本実施
形態において第１扉開放検知部Ｓ１１及び第２扉開放検知部Ｓ１２からの扉開放信号の状
態は、前枠信号基板４９に入力された後、発射制御基板４８、払出制御基板４５、主制御
中継端子板４４及び主基板４０を介して、遊技盤入出力基板４２へと入力される。
【００８５】
　以上のように、扉開放信号の状態は、主基板４０、遊技盤入出力基板４２、主制御中継
端子板４４、払出制御基板４５、発射制御基板４８及び前枠信号基板４９を介する。これ
により、主基板４０、遊技盤入出力基板４２、主制御中継端子板４４、払出制御基板４５
、発射制御基板４８及び前枠信号基板４９において、扉開放信号の状態を管理することが
可能となり、例えば、扉開放信号の状態に応じた制御を行うことができ、扉開放信号の状
態を利用し易くなる。
【００８６】
　一方、扉開放信号の状態は、外部装置と接続される外部端子板４６及び貸出装置接続端
子板４７を介さない。このように、扉開放信号の状態は、外部装置と接続可能な基板を介
さないことから、外部装置などを用いて扉開放信号の状態を変更するなどといった不正を
抑制することができ、セキュリティが向上する。以上のように、主基板４０、遊技盤入出
力基板４２、主制御中継端子板４４、払出制御基板４５、発射制御基板４８及び前枠信号
基板４９を扉開放信号の状態が介す一方、外部端子板４６及び貸出装置接続端子板４７を
扉開放信号の状態が介さないため、扉開放信号の状態を利用し易くしつつ、セキュリティ
を向上させることができる。なお、ここでいう「扉開放信号の状態が基板を介す」とは、
扉開放信号の状態が基板に入力されること、及び、扉開放信号の状態が基板から出力され
ることのうち少なくとも一方を意味するものである。
【００８７】
　因みに、本実施形態において、前枠信号基板４９以外の基板へ出力される扉開放信号の
状態は、１つである。第１扉開放検知部Ｓ１１からの扉開放信号の状態及び第２扉開放検
知部Ｓ１２からの扉開放信号の状態のうち少なくとも一方が第１状態であるときには、前
枠信号基板４９以外の基板へ出力される扉開放信号の状態は第１状態となる。そして、第
１扉開放検知部Ｓ１１からの扉開放信号の状態及び第２扉開放検知部Ｓ１２からの扉開放
信号の状態の両方が第２状態であるときには、前枠信号基板４９以外の基板へ出力される
扉開放信号の状態は第２状態となる。すなわち、本実施形態では、第１扉開放検知部Ｓ１
１と第２扉開放検知部Ｓ１２のうち少なくとも一方が開放されていることを検知している
場合には、中枠１３及び前枠１４のうち少なくとも一方が開放されているものとして各種
の制御及び動作が行われることになる。なお、本実施形態において、前枠信号基板４９以
外の基板へ出力される扉開放信号の状態は、扉開放検知手段に相当する扉開放検知部Ｓ１
１，Ｓ１２からの開放検知信号（又は、開放検知信号の状態）に相当する。
【００８８】
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　その他、前枠信号基板４９には、図示しないポートを介して、下皿が満杯状態であるこ
とを検知する満杯スイッチが接続されるようにしてもよい。このとき、前枠信号基板４９
は、図示しないポートを介して、満杯スイッチが出力する検知信号を入力可能に構成する
とよい。また、前枠信号基板４９には、発射ハンドル１６の操作量に応じて抵抗値が変化
する可変抵抗器が接続されるようにしてもよい。また、前枠信号基板４９には、発射ハン
ドル１６の操作を検知するタッチセンサが接続されるようにしてもよい。このとき、前枠
信号基板４９は、図示しないポートを介して、タッチセンサが出力する検知信号を入力可
能に構成するとよい。
【００８９】
　次に、副基板５０について説明する。
　副基板５０は、前述したように、主基板４０と接続されている。副基板５０は、副制御
用ＣＰＵ５０ａと、副制御用ＲＯＭ５０ｂと、副制御用ＲＡＭ５０ｃと、を備えている。
例えば、副制御用ＣＰＵ５０ａは、副制御用ＣＰＵ５０ａの制御プログラム（副制御用プ
ログラム）を実行することにより、各種の処理（例えば、演出に関する処理）を行う。副
制御用ＲＯＭ５０ｂは、副制御用ＣＰＵ５０ａの制御プログラムや、抽選に用いられる抽
選テーブルや判定値などを記憶している。副制御用ＲＯＭ５０ｂは、演出表示装置２５に
おける表示演出の態様（内容）を特定可能な表示演出データを記憶している。また、副制
御用ＲＯＭ５０ｂは、装飾ランプ１７における発光演出の態様（内容）を特定可能な発光
演出データを記憶している。副制御用ＲＯＭ５０ｂは、スピーカ１８における音声演出の
態様（内容）を特定可能な音声演出データを記憶している。
【００９０】
　副制御用ＲＡＭ５０ｃは、パチンコ遊技機１０の動作中に適宜書き換えられる様々な情
報を記憶可能に構成されている。副制御用ＲＡＭ５０ｃが記憶する情報には、例えば、フ
ラグ、カウンタ及びタイマなどがある。また、本実施形態の副基板５０は、乱数を生成可
能に構成されている。例えば、乱数は、乱数の値を所定の周期毎に更新する乱数生成回路
を副基板５０に搭載することにより、ハードウェア乱数として生成してもよく、副制御用
ＣＰＵ５０ａが所定の制御周期毎に乱数の値を更新することにより、ソフトウェア乱数と
して生成してもよい。
【００９１】
　以下、主基板４０の主制御用ＣＰＵ４０ａや副基板５０の副制御用ＣＰＵ５０ａが実行
する制御内容を説明する。まず、主基板４０の主制御用ＣＰＵ４０ａが、制御プログラム
に基づき実行する各種処理について説明する。
【００９２】
　最初に、主制御用ＣＰＵ４０ａが行う特別図柄入力処理について説明する。
　主制御用ＣＰＵ４０ａは、第１始動センサＳＥ１からの検知信号を入力したか否かに基
づいて、第１始動口２６に遊技球が入球したかを判定する（以下、第１入力判定という）
。第１入力判定の判定結果が肯定の場合、主制御用ＣＰＵ４０ａは、主制御用ＲＡＭ４０
ｃに記憶されている第１特別保留数が上限数（本実施形態では、４）未満であるかを判定
する（以下、第１保留判定という）。第１保留判定の判定結果が肯定の場合、主制御用Ｃ
ＰＵ４０ａは、第１特別保留数に１加算して更新する。また、主制御用ＣＰＵ４０ａは、
更新後の第１特別保留数を表示するように情報基板４３の情報表示パネル２２を制御する
。また、主制御用ＣＰＵ４０ａは、更新後の第１特別保留数を特定可能な制御情報（以下
、第１保留数コマンドと示す）を出力バッファに格納する。なお、本実施形態において、
出力バッファに格納された制御情報（コマンド）は、次回以降の割り込み処理において副
基板５０へと出力される。
【００９３】
　また、第１保留判定の判定結果が肯定の場合、主制御用ＣＰＵ４０ａは、主基板４０内
で生成している乱数を取得し、取得した乱数に基づく乱数情報を主制御用ＲＡＭ４０ｃに
記憶させる。このとき、主制御用ＣＰＵ４０ａは、第１特別ゲーム用の乱数情報であるこ
と、及び乱数情報の記憶順序が特定可能となるように記憶させる。本実施形態では、第１
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特別ゲーム用の乱数情報を主制御用ＲＡＭ４０ｃに記憶させておくことで、第１特別ゲー
ムの実行条件が成立するまで、その実行を保留する。なお、乱数情報は、取得した乱数そ
のものであってもよく、乱数を所定の手法により加工した情報であってもよい。なお、例
えば、乱数は、大当り抽選に用いる乱数、大当り図柄の決定に用いる乱数、変動パターン
の決定に用いる乱数などである。
【００９４】
　また、第１入力判定の判定結果が否定の場合、第１保留判定の判定結果が否定の場合、
及び、第１特別ゲーム用の乱数情報を主制御用ＲＡＭ４０ｃに記憶させた後、主制御用Ｃ
ＰＵ４０ａは、第２始動センサＳＥ２からの検知信号を入力したか否かに基づいて、第２
始動口２７に遊技球が入球したかを判定する（以下、第２入力判定という）。第２入力判
定の判定結果が否定の場合、主制御用ＣＰＵ４０ａは、特別図柄入力処理を終了する。
【００９５】
　一方、第２入力判定の判定結果が肯定の場合、主制御用ＣＰＵ４０ａは、主制御用ＲＡ
Ｍ４０ｃに記憶されている第２特別保留数が上限数（本実施形態では、４）未満であるか
を判定する（以下、第２保留判定という）。第２保留判定の判定結果が否定の場合、主制
御用ＣＰＵ４０ａは、特別図柄入力処理を終了する。
【００９６】
　また、第２保留判定の判定結果が肯定の場合、主制御用ＣＰＵ４０ａは、第２特別保留
数に１加算して更新する。また、主制御用ＣＰＵ４０ａは、更新後の第２特別保留数を表
示するように情報基板４３の情報表示パネル２２を制御する。また、主制御用ＣＰＵ４０
ａは、更新後の第２特別保留数を特定可能な制御情報（以下、第２保留数コマンドと示す
）を出力バッファに格納する。
【００９７】
　また、第２保留判定の判定結果が肯定の場合、主制御用ＣＰＵ４０ａは、主基板４０内
で生成している乱数を取得し、取得した乱数に基づく乱数情報を主制御用ＲＡＭ４０ｃに
記憶させ、特別図柄入力処理を終了する。このとき、主制御用ＣＰＵ４０ａは、第２特別
ゲーム用の乱数情報であること、及び乱数情報の記憶順序が特定可能となるように記憶さ
せる。本実施形態では、第２特別ゲーム用の乱数情報を主制御用ＲＡＭ４０ｃに記憶させ
ておくことで、第２特別ゲームの実行条件が成立するまで、その実行を保留する。
【００９８】
　次に、主制御用ＣＰＵ４０ａが行う特別図柄開始処理について説明する。
　主制御用ＣＰＵ４０ａは、特別ゲームの実行条件が成立しているかを判定する（以下、
実行判定という）。実行判定において、主制御用ＣＰＵ４０ａは、大当り遊技中ではなく
、且つ特別ゲーム中ではない場合に肯定判定する一方で、大当り遊技中、又は特別ゲーム
中である場合に否定判定する。実行判定の判定結果が否定の場合（特別ゲームの実行条件
が成立していない場合）、主制御用ＣＰＵ４０ａは、特別図柄開始処理を終了する。
【００９９】
　一方、実行判定の判定結果が肯定の場合（特別ゲームの実行条件が成立している場合）
、主制御用ＣＰＵ４０ａは、主制御用ＲＡＭ４０ｃに記憶されている第２特別保留数が１
以上であるかを判定する。そして、第２特別保留数が１以上である場合、主制御用ＣＰＵ
４０ａは、第１特別ゲームの実行に係る第１特別図柄開始処理を行った後、特別図柄開始
処理を終了する。一方、第２特別保留数が１以上でない場合、主制御用ＣＰＵ４０ａは、
主制御用ＲＡＭ４０ｃに記憶されている第１特別保留数が１以上であるか否かを判定する
。第１特別保留数が１以上でない場合、主制御用ＣＰＵ４０ａは、特別図柄開始処理を終
了する。一方、第１特別保留数が１以上である場合、主制御用ＣＰＵ４０ａは、第２特別
ゲームの実行に係る第２特別図柄開始処理を行った後、特別図柄開始処理を終了する。
【０１００】
　第１特別図柄開始処理において主制御用ＣＰＵ４０ａは、主制御用ＲＡＭ４０ｃに記憶
されている第１特別保留数を１減算して更新する。また、主制御用ＣＰＵ４０ａは、更新
後の第１特別保留数が表示されるように、情報表示パネル２２を制御する。また、主制御



(19) JP 6740413 B2 2020.8.12

10

20

30

40

50

用ＣＰＵ４０ａは、更新後の第１特別保留数を特定可能な第１保留数コマンドを出力バッ
ファに格納する。
【０１０１】
　続いて、主制御用ＣＰＵ４０ａは、第１特別ゲーム用の乱数情報のうち、最先に記憶さ
れた乱数情報を主制御用ＲＡＭ４０ｃから読み出す。なお、主制御用ＣＰＵ４０ａは、最
先の乱数情報を読み出すと、最先に記憶された乱数情報を主制御用ＲＡＭ４０ｃから消去
する。そして、主制御用ＣＰＵ４０ａは、読み出した乱数情報と、主制御用ＲＯＭ４０ｂ
に記憶されている大当り判定値とをもとに、大当りに当選とするかを判定する。この処理
は、大当りか否かの大当り抽選（大当り判定）に相当する。例えば、大当りに当選とする
か否かの判定は、乱数情報の値と大当り判定値とが一致するか否かにより判定してもよい
。例えば、大当りに当選とするか否かの判定は、乱数情報の値と大当り判定値とを加算し
た値が、所定値を超えているか否かにより判定してもよい。
【０１０２】
　大当りに当選とする場合、主制御用ＣＰＵ４０ａは、第１特別ゲームで導出させる大当
り図柄と、第１特別ゲームの変動パターンと、を決定する。例えば、主制御用ＣＰＵ４０
ａは、読み出した乱数情報を用いた抽選により、大当り図柄や変動パターンを決定すると
よい。その後、主制御用ＣＰＵ４０ａは、決定した大当り図柄を特定可能な制御情報（以
下、図柄コマンドと示す）及び変動パターンを特定可能な制御情報（以下、変動パターン
指定コマンドと示す）を出力バッファに格納し、第１特別図柄開始処理を終了する。
【０１０３】
　第２特別図柄開始処理において主制御用ＣＰＵ４０ａは、主制御用ＲＡＭ４０ｃに記憶
されている第２特別保留数を１減算して更新する。また、主制御用ＣＰＵ４０ａは、更新
後の第２特別保留数が表示されるように、情報表示パネル２２を制御する。また、主制御
用ＣＰＵ４０ａは、更新後の第２特別保留数を特定可能な第２保留数コマンドを出力バッ
ファに格納する。
【０１０４】
　続いて、主制御用ＣＰＵ４０ａは、第２特別ゲーム用の乱数情報のうち、最先に記憶さ
れた乱数情報を主制御用ＲＡＭ４０ｃから読み出す。なお、主制御用ＣＰＵ４０ａは、最
先の乱数情報を読み出すと、最先に記憶された乱数情報を主制御用ＲＡＭ４０ｃから消去
する。そして、主制御用ＣＰＵ４０ａは、読み出した乱数情報と、主制御用ＲＯＭ４０ｂ
に記憶されている大当り判定値とをもとに、大当りに当選とするかを判定する。この処理
は、大当りか否かの大当り抽選（大当り判定）に相当する。大当りに当選とする場合、主
制御用ＣＰＵ４０ａは、第２特別ゲームで導出させる大当り図柄と、第２特別ゲームの変
動パターンと、を決定する。例えば、主制御用ＣＰＵ４０ａは、読み出した乱数情報を用
いた抽選により、大当り図柄や変動パターンを決定するとよい。その後、主制御用ＣＰＵ
４０ａは、図柄コマンド及び変動パターン指定コマンドを出力バッファに格納し、第２特
別図柄開始処理を終了する。
【０１０５】
　そして、特別図柄開始処理を終了すると、主制御用ＣＰＵ４０ａは、特別図柄開始処理
とは別の処理を行い、特別ゲームを実行させる。具体的に、主制御用ＣＰＵ４０ａは、特
別ゲームが開始されるように、情報表示パネル２２を制御する。主制御用ＣＰＵ４０ａは
、特別図柄開始処理において決定した変動パターンに対応付けられた変動時間を計時する
。そして、主制御用ＣＰＵ４０ａは、変動パターンに対応付けられた変動時間が経過する
と、特別図柄開始処理において決定した特別図柄が導出されるように、情報表示パネル２
２を制御する。また、主制御用ＣＰＵ４０ａは、特別図柄開始処理において決定した変動
パターンに対応付けられた変動時間が経過すると、演出図柄の変動停止を指示し、図柄組
み合わせを導出させるためのゲーム終了コマンドを出力バッファに格納する。
【０１０６】
　次に、主制御用ＣＰＵ４０ａが行う大当り処理について説明する。
　大当り処理において、主制御用ＣＰＵ４０ａは、特別図柄開始処理で決定した大当り図
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柄（すなわち、大当りの種類）に基づいて、大当り遊技の種類を特定する。そして、主制
御用ＣＰＵ４０ａは、大当りの特別ゲームの終了後、特定した大当り遊技を付与する制御
を開始する。したがって、主制御用ＣＰＵ４０ａは、大当り処理を実行することにより、
大当り遊技を付与する。このように、本実施形態のパチンコ遊技機１０では、大当りに当
選した後に大当り遊技が付与される。
【０１０７】
　主制御用ＣＰＵ４０ａは、大当りの特別ゲームが終了すると、オープニングコマンドを
出力バッファに格納する。また、主制御用ＣＰＵ４０ａは、オープニングコマンドを出力
バッファに格納すると、オープニング時間を計時する。また、主制御用ＣＰＵ４０ａは、
オープニング時間が経過すると、ラウンド遊技を実行させるための処理を行う。すなわち
、主制御用ＣＰＵ４０ａは、大当り遊技に設定された開放態様（開放パターン）にしたが
って、大入賞口２９を開放するように、アクチュエータを制御し、ラウンド遊技を開始さ
せる。主制御用ＣＰＵ４０ａは、ラウンド遊技を開始させた後、第１終了条件又は第２終
了条件が成立すると、大入賞口２９が閉鎖されるようにアクチュエータを制御し、ラウン
ド遊技を終了させる。主制御用ＣＰＵ４０ａは、ラウンド遊技を実行させるための処理を
、大当り遊技に定められた上限回数のラウンド遊技が終了するまで繰り返し行う。また、
主制御用ＣＰＵ４０ａは、ラウンド遊技を開始する毎に、ラウンドコマンドを出力バッフ
ァに格納する。因みに、同一種類の大当り遊技中であっても、主制御用ＣＰＵ４０ａは、
ラウンド遊技毎に異なるラウンドコマンドを出力バッファに格納する。例えば、１回目の
ラウンド遊技の開始に伴って出力されるラウンドコマンドは、２回目のラウンド遊技の開
始に伴って出力されるラウンドコマンドと異なる。
【０１０８】
　また、主制御用ＣＰＵ４０ａは、最終回のラウンド遊技が終了すると、エンディングコ
マンドを出力バッファに格納する。また、主制御用ＣＰＵ４０ａは、エンディングコマン
ドを出力バッファに格納すると、エンディング時間を計時する。そして、主制御用ＣＰＵ
４０ａは、エンディング時間が経過すると、大当り遊技を終了する。
【０１０９】
　次に、主制御用ＣＰＵ４０ａが行う遊技状態処理について説明する。
　主制御用ＣＰＵ４０ａは、特別図柄開始処理で決定した大当り図柄（すなわち、大当り
の種類）に基づいて、大当り遊技の終了後に付与する遊技状態を特定する。主制御用ＣＰ
Ｕ４０ａは、低確率状態の付与を特定した場合、大当り遊技を終了するときに、低確率状
態に制御することを特定可能な値を、主制御用ＲＡＭ４０ｃに記憶されている確率状態フ
ラグに設定する。主制御用ＣＰＵ４０ａは、高確率状態の付与を特定した場合、大当り遊
技を終了するときに、高確率状態に制御することを特定可能な値を確率状態フラグに設定
する。
【０１１０】
　主制御用ＣＰＵ４０ａは、高ベース状態の付与を特定した場合、大当り遊技を終了する
ときに、高ベース状態に制御することを特定可能な値をベース状態フラグに設定する。ま
た、主制御用ＣＰＵ４０ａは、高ベース状態であることを特定可能な制御情報（以下、「
高ベース状態コマンド」と示す）を出力バッファに格納する。主制御用ＣＰＵ４０ａは、
上限回数を定めた高ベース状態の付与を特定した場合、上記上限回数に相当する回数を、
高ベース状態を付与する特別ゲームの残り回数として主制御用ＲＡＭ４０ｃに記憶させる
。
【０１１１】
　主制御用ＣＰＵ４０ａは、特別ゲームが実行される毎に、主制御用ＲＡＭ４０ｃに記憶
されている残り回数を１減算する。主制御用ＣＰＵ４０ａは、残り回数が０となった場合
、残り回数が０となった特別ゲームの終了に伴って、低ベース状態に制御することを特定
可能な値をベース状態フラグに設定する。すなわち、主制御用ＣＰＵ４０ａは、高ベース
状態を終了させ、低ベース状態へ移行させる。また、主制御用ＣＰＵ４０ａは、低ベース
状態であることを特定可能な制御情報（以下、「低ベース状態コマンド」と示す）を出力
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バッファに格納する。
【０１１２】
　因みに、主制御用ＣＰＵ４０ａは、大当り遊技が付与された場合、低確率状態に制御す
ることを特定可能な値を確率状態フラグに設定するとともに、低ベース状態に制御するこ
とを特定可能な値をベース状態フラグに設定する。また、主制御用ＣＰＵ４０ａは、低ベ
ース状態コマンドを出力バッファに格納する。
【０１１３】
　次に、主制御用ＣＰＵ４０ａが行う普通図柄入力処理について説明する。
　普通図柄入力処理において、主制御用ＣＰＵ４０ａは、ゲートセンサＳＥ４から検知信
号を入力したかに基づいて、遊技球がゲート３１を通過（入球）したか否かを判定する。
遊技球がゲート３１を通過していない場合、主制御用ＣＰＵ４０ａは、普通図柄入力処理
を終了する。一方、遊技球がゲート３１を通過した場合、主制御用ＣＰＵ４０ａは、主制
御用ＲＡＭ４０ｃに記憶されている普通保留数が上限数（本実施形態では、４）未満であ
るか否かを判定する。普通保留数が上限数未満ではない場合、主制御用ＣＰＵ４０ａは、
普通図柄入力処理を終了する。普通保留数が上限数未満である場合、主制御用ＣＰＵ４０
ａは、主制御用ＲＡＭ４０ｃに記憶されている普通保留数を１加算して更新する。この場
合、主制御用ＣＰＵ４０ａは、更新後の普通保留数を表示するように、情報表示パネル２
２を制御する。
【０１１４】
　次に、主制御用ＣＰＵ４０ａは、主基板４０内で生成している乱数を取得し、取得した
乱数に基づく乱数情報を主制御用ＲＡＭ４０ｃに記憶させる。この場合、主制御用ＣＰＵ
４０ａは、普通ゲーム用の乱数情報であること、及び乱数情報の記憶順序が特定可能とな
るように記憶させる。その後、主制御用ＣＰＵ４０ａは、普通図柄入力処理を終了する。
【０１１５】
　次に、主制御用ＣＰＵ４０ａが行う普通図柄開始処理について説明する。
　普通図柄開始処理において、主制御用ＣＰＵ４０ａは、普通ゲームの実行条件が成立し
ているかを判定する。主制御用ＣＰＵ４０ａは、普通当り遊技中ではなく、且つ普通ゲー
ム中ではない場合に肯定判定する一方で、普通当り遊技中、又は普通ゲーム中である場合
に否定判定する。普通ゲームの実行条件が成立していない場合、主制御用ＣＰＵ４０ａは
、普通図柄開始処理を終了する。
【０１１６】
　一方、普通ゲームの実行条件が成立している場合、主制御用ＣＰＵ４０ａは、主制御用
ＲＡＭ４０ｃに記憶されている普通保留数が１以上であるか否かを判定する。普通保留数
が１以上ではない場合、主制御用ＣＰＵ４０ａは、普通図柄開始処理を終了する。普通保
留数が１以上である場合、主制御用ＣＰＵ４０ａは、主制御用ＲＡＭ４０ｃに記憶されて
いる普通保留数を１減算して更新する。この処理において、主制御用ＣＰＵ４０ａは、更
新後の普通保留数が表示されるように、情報表示パネル２２を制御する。次に、主制御用
ＣＰＵ４０ａは、普通ゲーム用の乱数情報のうち、最先に記憶された乱数情報を主制御用
ＲＡＭ４０ｃから読み出す。なお、主制御用ＣＰＵ４０ａは、最先の乱数情報を読み出す
と、最先に記憶された乱数情報を主制御用ＲＡＭ４０ｃから消去する。
【０１１７】
　次に、主制御用ＣＰＵ４０ａは、読み出した乱数情報と、主制御用ＲＯＭ４０ｂに記憶
されている普通当り判定値とをもとに、普通当りに当選とするか否かを判定する。この処
理は、普通当りか否かの普通当り抽選（普通当り判定）に相当する。例えば、上述した普
通図柄の確率変動制御を採用する場合、主制御用ＣＰＵ４０ａは、高ベース状態において
は、低ベース状態に比して、普通当りに当選する確率が高くなるように、普通当りに当選
とするか否かの判定を行うとよい。
【０１１８】
　普通当りに当選とする場合、主制御用ＣＰＵ４０ａは、普通ゲームで導出させる普通当
り図柄と、普通ゲームの変動時間とを決定する。例えば、普通図柄の変動時間短縮制御を
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採用する場合、主制御用ＣＰＵ４０ａは、低ベース状態においては第１変動時間を決定し
、高ベース状態においては第１変動時間よりも短い第２変動時間を決定するとよい。その
後、主制御用ＣＰＵ４０ａは、普通図柄開始処理を終了する。
【０１１９】
　そして、主制御用ＣＰＵ４０ａは、普通図柄開始処理とは別の処理を行うことによって
、普通ゲームを実行させる。具体的に、主制御用ＣＰＵ４０ａは、普通ゲームを開始させ
るとともに、普通図柄開始処理において決定した変動時間が経過したときに、普通図柄開
始処理において決定した普通図柄が導出されるように、情報表示パネル２２を制御する。
【０１２０】
　次に、主制御用ＣＰＵ４０ａが行う普通当り処理について説明する。
　普通当りに当選した場合、主制御用ＣＰＵ４０ａは、普通ゲームが終了すると、第２始
動口２７の開放パターンを決定するとともに、該決定した開放パターンにしたがって第２
始動口２７が開放されるように、アクチュエータを制御する。例えば、上述した開放時間
延長制御を採用する場合、主制御用ＣＰＵ４０ａは、低ベース状態においては第１開放パ
ターンを選択し、高ベース状態においては、第１開放パターンよりも１回の普通当り遊技
における第１可変部材２８の合計開放時間が長い第２開放パターンを決定するとよい。
【０１２１】
　本実施形態では、高ベース状態であるときには低ベース状態であるときよりも、普通当
りに当選し易くなっている。そして、本実施形態のパチンコ遊技機１０では、低ベース状
態であるときであっても普通当りに当選し得るように構成されており、普通当り抽選に当
選した場合には第１可変部材２８が開状態となる。したがって、本実施形態のパチンコ遊
技機１０において、低ベース状態であるときには、高ベース状態であるときに比して第２
始動口２７へ遊技球が入球し難くものの、第２始動口２７へ遊技球が入球する可能性はあ
る。
【０１２２】
　しかし、低ベース状態であるときには、第２始動口２７へ遊技球が入球しないように構
成してもよい。例えば、低ベース状態であるときには普通当りに当選しないように構成し
てもよいし、低ベース状態であるときには普通当りに当選した場合であっても第１可変部
材２８が開状態とならないように構成してもよい。
【０１２３】
　次に、副制御用ＣＰＵ５０ａが副制御用プログラムに基づいて行う各種の処理について
説明する。
　最初に、副制御用ＣＰＵ５０ａが行う状態処理について説明する。
【０１２４】
　副制御用ＣＰＵ５０ａは、低ベース状態コマンドを入力すると、副制御用ＲＡＭ５０ｃ
に記憶されているベース状態フラグに、低ベース状態であることを特定可能な値を設定す
る。副制御用ＣＰＵ５０ａは、高ベース状態コマンドを入力すると、副制御用ＲＡＭ５０
ｃに記憶されているベース状態フラグに、高ベース状態であることを特定可能な値を設定
する。副制御用ＣＰＵ５０ａは、副制御用ＲＡＭ５０ｃに記憶されているベース状態フラ
グを参照することにより、現在の遊技状態が高ベース状態であるか、低ベース状態である
かを特定できる。
【０１２５】
　副制御用ＣＰＵ５０ａは、オープニングコマンドを入力すると、副制御用ＲＡＭ５０ｃ
に記憶されている大当り状態フラグに、大当り遊技中であることを特定可能な値を設定す
る。副制御用ＣＰＵ５０ａは、エンディングコマンドを入力してから変動パターン指定コ
マンドを入力すると、副制御用ＲＡＭ５０ｃに記憶されている大当り状態フラグに、大当
り遊技中ではないことを特定可能な値を設定する。副制御用ＣＰＵ５０ａは、副制御用Ｒ
ＡＭ５０ｃに記憶されている大当り状態フラグを参照することにより、大当り遊技中であ
るか否かを特定できる。
【０１２６】
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　次に、副制御用ＣＰＵ５０ａが行う大当り演出処理について説明する。
　副制御用ＣＰＵ５０ａは、大当り遊技中、大当り演出が行われるように、装飾ランプ１
７、スピーカ１８及び演出表示装置２５のうち少なくとも１つを制御する。具体的に、副
制御用ＣＰＵ５０ａは、オープニングコマンドを入力すると、オープニング演出が行われ
るように、装飾ランプ１７、スピーカ１８及び演出表示装置２５のうち少なくとも１つを
制御する。また、副制御用ＣＰＵ５０ａは、ラウンドコマンドを入力すると、ラウンド演
出が行われるように、装飾ランプ１７、スピーカ１８及び演出表示装置２５のうち少なく
とも１つを制御する。また、副制御用ＣＰＵ５０ａは、エンディングコマンドを入力する
と、エンディング演出が行われるように、装飾ランプ１７、スピーカ１８及び演出表示装
置２５のうち少なくとも１つを制御する。
【０１２７】
　次に、副制御用ＣＰＵ５０ａが行う演出ゲーム処理について説明する。
　副制御用ＣＰＵ５０ａは、一般演出としての演出ゲームや、該演出ゲームに付随する演
出が行われるように、装飾ランプ１７、スピーカ１８及び演出表示装置２５のうち少なく
とも１つを制御する。具体的に、副制御用ＣＰＵ５０ａは、図柄コマンド及び変動パター
ン指定コマンドを入力すると、演出ゲームを実行させる制御を行う。すなわち、副制御用
ＣＰＵ５０ａは、変動パターン指定コマンド及び図柄コマンドに基づいて、演出ゲームに
おいて導出させる図柄組み合わせを決定する。副制御用ＣＰＵ５０ａは、図柄コマンドか
ら特定可能な図柄が大当り図柄である場合、演出図柄による大当りの図柄組み合わせを決
定する。副制御用ＣＰＵ５０ａは、図柄コマンドから特定可能な図柄がはずれ図柄である
場合、演出図柄によるはずれの図柄組み合わせを決定する。
【０１２８】
　副制御用ＣＰＵ５０ａは、リーチ条件が成立していることにより、今回の演出ゲームに
おいてリーチ演出を行う場合には、リーチを含むはずれの図柄組み合わせを決定するとよ
い。例えば、リーチ条件としては、はずれ変動パターンのなかでも、リーチ演出用の変動
パターンが指定されたことを定めてもよく、副制御用ＣＰＵ５０ａが所定の乱数を用いた
演出抽選を行い、該演出抽選に当選したことを定めてもよい。
【０１２９】
　また、副制御用ＣＰＵ５０ａは、変動パターン指定コマンドを入力すると、演出図柄を
変動表示させるように、演出表示装置２５を制御する。すなわち、副制御用ＣＰＵ５０ａ
は、演出ゲームを開始させる。このため、変動パターン指定コマンドは、変動パターンに
基づく演出ゲームの開始を指示する制御情報ともいえる。また、副制御用ＣＰＵ５０ａは
、変動パターン指定コマンドから特定可能な変動パターンに基づいて、所定の演出が実行
されるように、装飾ランプ１７、スピーカ１８及び演出表示装置２５のうち少なくとも１
つを制御する。例えば、所定の演出としては、大当り予告演出や、遊技状態を示唆する示
唆演出などがある。
【０１３０】
　そして、副制御用ＣＰＵ５０ａは、所定のタイミングが到来すると、決定した演出図柄
による図柄組み合わせを一旦停止表示させるとともに、ゲーム終了コマンドの入力を契機
に、演出図柄による図柄組み合わせを導出させる。なお、副制御用ＣＰＵ５０ａは、ゲー
ム終了コマンドとは関係なく、変動パターンから特定可能な変動時間を計時し、該変動時
間の経過を契機に図柄組み合わせを導出させてもよい。この場合、ゲーム終了コマンドは
省略してもよい。
【０１３１】
　ここで、図５に基づき、磁気センサＺＳ１～ＺＳ３と、磁気センサＺＳ１～ＺＳ３と遊
技盤入出力基板４２の接続の一例について説明する。なお、本実施形態のパチンコ遊技機
１０が備える第１磁気センサＺＳ１、第２磁気センサＺＳ２及び第３磁気センサＺＳ３は
同一である。図５では、磁気センサＺＳ１～ＺＳ３のうち第１磁気センサＺＳ１を例に挙
げて説明する。
【０１３２】
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　図５に示すように、第１磁気センサＺＳ１は、電源回路７１、磁気センサ主回路７２、
抵抗器Ｒ１～Ｒ５、トランジスタＴｒ、ダイオードＤ１～Ｄ３を含んで構成されている。
本実施形態において磁気センサ主回路７２には、磁気を検知する磁気検知部が含まれる。
本実施形態においてトランジスタＴｒは、ＮＰＮ型のトランジスタである。また、第１磁
気センサＺＳ１は、センサ内部電源Ｖｄ（例えば、ＤＣ３．３Ｖ）を備えている。また、
第１磁気センサＺＳ１は、複数の端子を備えている。具体的に、第１磁気センサＺＳ１は
、電源端子となる第１端子Ｐ１と、第１の入力端子となる第２端子Ｐ２と、第２の入力端
子となる第３端子Ｐ３と、出力端子となる第４端子Ｐ４と、接地端子となる第５端子Ｐ５
と、の計５つの端子を備えている。
【０１３３】
　第１端子Ｐ１は、遊技盤入出力基板４２と接続されている。第１端子Ｐ１には、遊技盤
入出力基板４２から所定の電源電圧Ｖｃｃ（例えば、１１．４Ｖ）が供給される。第１端
子Ｐ１から供給された電源電圧Ｖｃｃは、抵抗器Ｒ１を介して第１磁気センサＺＳ１が備
える電源回路７１へと供給される。例えば、電源回路７１では、第１端子Ｐ１から供給さ
れた電源電圧Ｖｃｃを所定の電源電圧（例えば、磁気センサ主回路７２を動作させるため
に必要な電源電圧）に変換する。そして、電源回路７１において変換された後の電源電圧
は、磁気センサ主回路７２へと供給される。
【０１３４】
　また、センサ内部電源Ｖｄは、抵抗器Ｒ２と接続されている。また、センサ内部電源Ｖ
ｄは、抵抗器Ｒ３と接続されている。センサ内部電源Ｖｄは、分岐点Ｂ１から分岐して、
抵抗器Ｒ２及び抵抗器Ｒ３とそれぞれ接続されている。抵抗器Ｒ２は、抵抗器Ｒ４と接続
されている。また、抵抗器Ｒ２は、ダイオードＤ１のアノードと接続されている。抵抗器
Ｒ２は、分岐点Ｂ２から分岐して、抵抗器Ｒ４及びダイオードＤ１のアノードと接続され
ている。ダイオードＤ１のカソードは、第３端子Ｐ３と接続されている。また、抵抗器Ｒ
４は、磁気センサ主回路７２の第１接続部Ｋ１と接続されている。
【０１３５】
　一方、抵抗器Ｒ３は、抵抗器Ｒ５と接続されている。また、抵抗器Ｒ３は、ダイオード
Ｄ２のアノードと接続されている。抵抗器Ｒ３は、分岐点Ｂ３から分岐して、抵抗器Ｒ５
及びダイオードＤ２のアノードと接続されている。ダイオードＤ２のカソードは、第２端
子Ｐ２と接続されている。また、抵抗器Ｒ５は、磁気センサ主回路７２の第２接続部Ｋ２
と接続されている。
【０１３６】
　また、磁気センサ主回路７２の第３接続部Ｋ３は、ＮＰＮ型のトランジスタＴｒのベー
スと接続されている。本実施形態において、トランジスタＴｒが、出力トランジスタに相
当する。また、トランジスタＴｒのエミッタは、ダイオードＤ３のアノードと接続されて
いる。また、トランジスタＴｒのエミッタは、第５端子Ｐ５と接続されている。トランジ
スタＴｒのエミッタは、分岐点Ｂ４から分岐して、ダイオードＤ３のアノード及び第５端
子Ｐ５と接続されている。また、トランジスタＴｒのコレクタは、ダイオードＤ３のカソ
ードと接続されている。また、トランジスタＴｒのコレクタは、第４端子Ｐ４と接続され
ている。トランジスタＴｒのコレクタは、分岐点Ｂ５から分岐して、ダイオードＤ３のカ
ソード及び第４端子Ｐ４と接続されている。本実施形態においてダイオードＤ３は、ツェ
ナーダイオードである。
【０１３７】
　本実施形態において第４端子Ｐ４から出力される制御信号が磁気検知信号となり、磁気
検知手段としての磁気センサから出力される。このように、磁気センサにおいて、磁気検
知信号の出力方式をオープンコレクタとしている。また、トランジスタＴｒのコレクタは
、磁気検知信号の出力部となる。
【０１３８】
　本実施形態において、磁気検知信号は、特定状態と、非特定状態と、を取り得る。この
ように、磁気検知信号の状態には、特定状態と、非特定状態と、がある。本実施形態にお
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いて、特定状態は、磁気が検知されていることを特定できる状態であって、非特定状態は
、磁気が検知されていないことを特定できる状態である。このように、本実施形態におい
て、磁気検知信号の状態には、磁気が検知されていることを特定できる特定状態と、磁気
が検知されていないことを特定できる非特定状態と、があることがわかる。また、本実施
形態における磁気検知信号の状態は、原則、磁気が検知されている場合に特定状態となり
、磁気が検知されていない場合に非特定状態となる。したがって、原則、磁気が検知され
ている状況から磁気が検知されていない状況へ切り替わった場合には、磁気検知信号の状
態が特定状態から非特定状態へと切り替わる。
【０１３９】
　本実施形態では、磁気センサが磁気を検知している場合であって特定条件が成立する場
合、磁気検知信号の状態は「特定状態」となる。一方、本実施形態では、磁気センサが磁
気を検知していない場合、及び、磁気センサが磁気を検知している場合であっても特定条
件が成立しない場合、磁気検知信号の状態は「非特定状態」となる。ここでいう「特定条
件」については、後ほど詳しく説明する。
【０１４０】
　因みに、本実施形態において磁気検知信号の状態が特定状態であるとき、磁気検知信号
の出力状態はローレベル（ＬＯＷ－Ｌｅｖｅｌ）となる。一方、本実施形態において磁気
検知信号の状態が非特定状態であるとき、磁気検知信号の出力状態はハイレベル（ＨＩＧ
Ｈ－Ｌｅｖｅｌ）となる。磁気検知信号の出力状態がローレベルであるとき（磁気検知信
号の状態が特定状態であるとき）と、磁気検知信号の出力状態がハイレベルであるとき（
磁気検知信号の状態が非特定状態であるとき）では、磁気検知信号の電圧値が異なる。本
実施形態において、磁気検知信号の出力状態がローレベルであるときの当該磁気検知信号
の電圧値は、磁気検知信号の出力状態がハイレベルであるときの当該磁気検知信号の電圧
値よりも低い。例えば、磁気検知信号の出力状態がローレベルであるときの当該磁気検知
信号の電圧値は、０Ｖであってもよいし、０Ｖよりも高い値であってもよい。
【０１４１】
　第２端子Ｐ２は、遊技盤入出力基板４２と接続されている。第２端子Ｐ２には、遊技盤
入出力基板４２から扉開放信号の状態が入力される。このように、本実施形態において、
磁気検知手段に相当する磁気センサには、開放検知信号に相当する扉開放信号の状態が入
力される。また、磁気センサでは、扉開放信号の状態（扉開放信号の電圧値）によって、
磁気センサ主回路７２の第２接続部Ｋ２へと流入する電流Ｉ１の値が変化する。つまり、
扉開放信号が第１状態であるときに磁気センサ主回路７２の第２接続部Ｋ２へ流入する電
流Ｉ１の値は、扉開放信号が第２状態であるときに磁気センサ主回路７２の第２接続部Ｋ
２へ流入する電流Ｉ１の値と異なる。このため、磁気センサ主回路７２は、第２接続部Ｋ
２から注入する電流Ｉ１の値（強さや大きさ）に応じて動作することで、扉開放信号の状
態に応じて動作することになる。すなわち、磁気センサ主回路７２が第２接続部Ｋ２へ流
入する電流Ｉ１の値に応じて動作することは、扉開放信号の状態に応じて動作することに
相当する。
【０１４２】
　第３端子Ｐ３は、遊技盤入出力基板４２と接続されている。第１磁気センサＺＳ１の第
３端子Ｐ３は、遊技盤入出力基板４２に設けられた抵抗器Ｒｄ１と接続されている。因み
に、第２磁気センサＺＳ２の第３端子Ｐ３は、遊技盤入出力基板４２に設けられた抵抗器
Ｒｄ２と接続されている。また、第３磁気センサＺＳ３の第３端子Ｐ３は、遊技盤入出力
基板４２に設けられた抵抗器Ｒｄ３と接続されている。抵抗器Ｒｄ１～Ｒｄ３は、可変抵
抗器であって、外部操作によって抵抗値を切り替えることが可能となっている。また、遊
技盤入出力基板４２において、抵抗器Ｒｄ１～Ｒｄ３は、接地されている。
【０１４３】
　本実施形態において抵抗器Ｒｄ１の抵抗値は、抵抗値Ｒａ１、抵抗値Ｒａ２、抵抗値Ｒ
ａ３及び抵抗値Ｒａ４の中で切替可能に構成されている。因みに、抵抗値の関係は、「抵
抗値Ｒａ１＜抵抗値Ｒａ２＜抵抗値Ｒａ３＜抵抗値Ｒａ４」となっており、抵抗値Ｒａ１
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～Ｒａ４のうち抵抗値Ｒａ１が最も低い。
【０１４４】
　本実施形態では、抵抗器Ｒｄ１の抵抗値を切り替えることによって、第１磁気センサＺ
Ｓ１にかかる電圧を切り替えることができ、第１磁気センサＺＳ１による磁気の検知範囲
を切り替えることが可能に構成されている。同様に、抵抗器Ｒｄ２の抵抗値を切り替える
ことによって、第２磁気センサＺＳ２にかかる電圧を切り替えることができ、第２磁気セ
ンサＺＳ２による磁気の検知範囲を切り替えることが可能に構成されている。また、抵抗
器Ｒｄ３の抵抗値を切り替えることによって、第３磁気センサＺＳ３にかかる電圧を切り
替えることができ、第３磁気センサＺＳ３による磁気の検知範囲を切り替えることが可能
に構成されている。本実施形態において、抵抗器Ｒｄ１は第１磁気センサＺＳ１、抵抗器
Ｒｄ２は第２磁気センサＺＳ２、抵抗器Ｒｄ３は第３磁気センサＺＳ３にそれぞれ対応し
ている。
【０１４５】
　このように、本実施形態のパチンコ遊技機１０は、磁気検知手段としての磁気センサに
よる磁気の検知範囲を切り替え可能に構成されている。また、本実施形態における抵抗器
Ｒｄ１～Ｒｄ３が所定の抵抗器に相当する。本実施形態のパチンコ遊技機１０では、所定
の抵抗器の抵抗値を切り替える場合、抵抗値を切り替えた抵抗器に対応する磁気センサに
かかる電圧を切り替えることで当該磁気センサによる磁気の検知範囲を切り替えることが
可能に構成されている。
【０１４６】
　本実施形態では、抵抗器Ｒｄ１の抵抗値が切り替わることによって、磁気センサ主回路
７２の第１接続部Ｋ１へと流入する電流Ｉ２の値が変化する。磁気センサ主回路７２では
、第１接続部Ｋ１から流入する電流Ｉ２に応じた検知範囲で磁気が検知される。なお、磁
気の検知範囲とは、磁気の感度ともいえる。
【０１４７】
　図６（ａ）に示すように、第１磁気センサＺＳ１は、略直方体形状の一面には、第１端
子Ｐ１、第２端子Ｐ２、第３端子Ｐ３及び第５端子Ｐ５を含むコネクタ部ＣＡが設けられ
ている。また、図６（ｂ）に示すように、第１磁気センサＺＳ１において、コネクタ部Ｃ
Ａが設けられた面の裏面には、磁気の検知範囲の中心点Ｊを特定可能な情報ＨＫ（検知抽
選表示）が表記されている。磁気の検知範囲の中心点Ｊを中心として、磁気の検知範囲が
定められる。
【０１４８】
　そして、図６（ｃ）に示すように、第１磁気センサＺＳ１の中心点Ｊを中心とする磁気
の検知範囲は抵抗器Ｒｄ１の抵抗値によって異なる。そして、図６（ｃ）では、ＸＹ平面
において第１磁気センサＺＳ１の中心点Ｊを中心とする磁気の検知範囲Ｈ１～Ｈ４の一例
を示す。具体的に、抵抗器Ｒｄ１が抵抗値Ｒａ１であるとき、磁気の検知範囲は検知範囲
Ｈ１となる。また、抵抗器Ｒｄ１が抵抗値Ｒａ２であるとき、磁気の検知範囲は検知範囲
Ｈ２となる。同様に、抵抗器Ｒｄ１が抵抗値Ｒａ３であるとき、磁気の検知範囲は検知範
囲Ｈ３となる。また、抵抗器Ｒｄ１が抵抗値Ｒａ４であるとき、磁気の検知範囲は検知範
囲Ｈ４となる。
【０１４９】
　そして、図６（ｄ）に示すように、例えば、抵抗器Ｒｄ１が抵抗値Ｒａ２であるときに
は、第１磁気センサＺＳ１の中心点Ｊを中心として上下左右に広がる範囲が検知範囲Ｈ２
となる。
【０１５０】
　図５に示すように、第４端子Ｐ４は、遊技盤入出力基板４２と接続されている。第４端
子Ｐ４からは、磁気検知信号の状態が出力される。磁気が検知されているときであって特
定条件が成立している場合、トランジスタＴｒのベースへと磁気センサ主回路７２の第３
接続部Ｋ３から電流が流れ、トランジスタがオン状態となる。一方、磁気が検知されてい
ない場合、及び、磁気が検知されているときであって特定条件が成立していない場合、ト
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ランジスタＴｒのベースへと磁気センサ主回路７２の第３接続部Ｋ３から電流は流れず、
トランジスタＴｒはオフ状態となる。このように、第１磁気センサＺＳ１において、磁気
を検知しているときであって特定条件が成立している場合にトランジスタＴｒのベースに
電流が流れる一方、磁気を検知していない場合及び磁気を検知しているときであって特定
条件が成立していない場合にトランジスタＴｒに電流が流れない。
【０１５１】
　そして、本実施形態において、トランジスタＴｒがオン状態となる場合、第４端子Ｐ４
から出力される磁気検知信号の状態は特定状態となる。一方、本実施形態において、トラ
ンジスタＴｒがオフ状態となる場合、第４端子Ｐ４から出力される磁気検知信号の状態は
非特定状態となる。
【０１５２】
　本実施形態では、原則として、磁気が検知された場合には第３接続部Ｋ３から電流が流
れる一方、磁気が検知されていない場合には第３接続部Ｋ３から電流が流れないようにな
っており、第１磁気センサＺＳ１～第３磁気センサＺＳ３は、ノーマリーオープン（Ｎ／
Ｏ）タイプのセンサとなっている。
【０１５３】
　第５端子Ｐ５は、遊技盤入出力基板４２と接続されており、接地されている。したがっ
て、第５端子Ｐ５と接続されているトランジスタＴｒのエミッタは、接地されている。こ
のように、出力トランジスタに相当するトランジスタＴｒのエミッタは接地されている。
【０１５４】
　以下に、本実施形態における磁気センサＺＳ１～ＺＳ３の特性について、前述した特定
条件とともに、説明する。ここでは、磁気センサＺＳ１～ＺＳ３のうち第１磁気センサＺ
Ｓ１を例に挙げて説明する。
【０１５５】
　第１磁気センサＺＳ１では、初期動作が行われる。第１磁気センサＺＳ１は、パチンコ
遊技機１０の電源が投入された後（電力供給が開始された後）、初期動作を行う。初期動
作は、イニシャル動作や、初期設定（又は、初期設定動作）ともいわれる。初期動作は、
電源が投入されてから電源が遮断されるまで（電力供給が開始されてから電力供給が終了
するまで）の期間内において、１回行われる。
【０１５６】
　初期動作では、当該初期動作において検知している磁界を基準とする動作が行われる。
そして、初期動作にて基準とされた磁界からの増減値が閾値を超えた場合、第１磁気セン
サＺＳ１は磁気を検知することになる。したがって、第１磁気センサＺＳ１に磁石を近づ
けた状態で初期動作が行われてしまう場合には、第１磁気センサＺＳ１に磁石を近づけた
状態の磁界が基準となってしまう。
【０１５７】
　第１磁気センサＺＳ１では、パチンコ遊技機１０の電源が投入された後、少なくとも第
２端子Ｐ２から入力される扉開放信号の状態が第１状態である場合に初期動作が行われな
い。一方、第１磁気センサＺＳ１では、パチンコ遊技機１０の電源が投入された後、少な
くとも第２端子Ｐ２から入力される扉開放信号の状態が第２状態である場合に初期動作が
行われる。このように、本実施形態では、少なくとも第１磁気センサＺＳ１に入力される
扉開放信号の状態が第１状態である場合に初期動作が行われず、少なくとも第１磁気セン
サＺＳ１に入力される扉開放信号の状態が第２状態である場合に初期動作が行われる。
【０１５８】
　例えば、中枠１３及び前枠１４の何れもが閉鎖されているときにパチンコ遊技機１０の
電源が投入された場合、第１磁気センサＺＳ１に入力される扉開放信号の状態が第２状態
であることから、初期動作が行われる。一方、中枠１３及び前枠１４のうち少なくとも一
方が開放されているときにパチンコ遊技機１０の電源が投入された場合、第１磁気センサ
ＺＳ１に入力される扉開放信号の状態が第１状態であるときには初期動作が行われない。
その後、中枠１３及び前枠１４の何れもが閉鎖された場合には、第１磁気センサＺＳ１に
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入力される扉開放信号の状態が第２状態となることから、第１磁気センサＺＳ１にて初期
動作が行われる。このように、本実施形態における第１磁気センサＺＳ１では、中枠１３
及び前枠１４のうち少なくとも一方が開放されているときに電力供給が開始された場合に
、当該電力供給が開始されてから１回目の中枠１３及び前枠１４の閉鎖後に初期動作が行
われる。
【０１５９】
　また、本実施形態では、第１磁気センサＺＳ１が磁気を検知した場合であっても所定条
件が成立するときには、磁気検知信号の状態は特定状態とならず、非特定状態となる。す
なわち、本実施形態では、第１磁気センサＺＳ１が磁気を検知した場合であっても所定条
件が成立するときには、磁気検知状態の出力状態がローレベルとならずにハイレベルとな
る。一方、本実施形態では、第１磁気センサＺＳ１が磁気を検知した場合であって所定条
件が成立しないときには、磁気検知信号の状態は特定状態となる。すなわち、本実施形態
では、第１磁気センサＺＳ１が磁気を検知した場合であって所定条件が成立しないときに
は、磁気検知信号の出力状態がローレベルとなる。
【０１６０】
　本実施形態において所定条件は、磁気センサが初期動作を行っているときに成立する。
このように、本実施形態における所定条件には、磁気センサが初期動作を行っているとき
に成立する所定条件（初期動作が行われていることで成立する所定条件）がある。
【０１６１】
　このため、第１磁気センサＺＳ１が磁気を検知した場合であっても、第１磁気センサＺ
Ｓ１が初期動作を行っているときには、磁気検知信号の状態は特定状態とならず、非特定
状態となる。すなわち、第１磁気センサＺＳ１が磁気を検知した場合であっても、第１磁
気センサＺＳ１が初期動作を行っているときには、磁気検知信号の出力状態はローレベル
とならずにハイレベルとなる。
【０１６２】
　このように、初期動作が開始されてから当該初期動作が終了するまでの期間（初期動作
が行われているとき）は、磁気検知手段としての磁気センサが磁気を検知した場合であっ
ても磁気検知信号の状態が特定状態とならずに非特定状態となる期間（第１の期間）に相
当する。また、前述したように、中枠１３及び前枠１４のうち少なくとも一方が開放され
ているときにパチンコ遊技機１０の電源が投入された場合（電力供給が開始された場合）
には、１回目の中枠１３及び前枠１４の閉鎖後に初期動作が行われる。したがって、磁気
検知手段としての磁気センサが磁気を検知した場合であっても磁気検知信号の状態が特定
状態とならずに非特定状態となる期間（第１の期間）には、中枠１３及び前枠１４のうち
少なくとも一方が開放されているときに電源が投入されてから１回目の中枠１３及び前枠
１４の閉鎖から初期動作が終了するまでの期間がある。
【０１６３】
　また、本実施形態において所定条件は、中枠１３及び前枠１４のうち少なくとも一方が
開放されているときに成立する。このように、本実施形態における所定条件には、中枠１
３及び前枠１４のうち少なくとも一方が開放されているときに成立する所定条件（磁気セ
ンサに入力される扉開放信号の状態が第１状態であることで成立する所定条件）がある。
本実施形態では、中枠１３及び前枠１４のうち少なくとも一方が開放されているときに成
立する所定条件が、特定の所定条件に相当する。
【０１６４】
　このため、第１磁気センサＺＳ１が磁気を検知した場合であっても、中枠１３及び前枠
１４のうち少なくとも一方が開放されているときには、磁気検知信号の状態は特定状態と
ならず、非特定状態となる。すなわち、第１磁気センサＺＳ１が磁気を検知した場合であ
っても、中枠１３及び前枠１４のうち少なくとも一方が開放されているときには、磁気検
知信号の出力状態はローレベルとならずにハイレベルとなる。
【０１６５】
　なお、中枠１３及び前枠１４のうち少なくとも一方が開放されているときとは、第２端
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子Ｐ２に入力される扉開放信号の状態が第１状態であること（扉開放信号の出力状態はロ
ーレベルであること）に相当する。また、中枠１３及び前枠１４のうち少なくとも一方が
開放されているときとは、磁気センサ主回路７２の第２接続部Ｋ２へ流入する電流Ｉ１の
値が、扉開放信号の状態が第１状態であるときに第２接続部Ｋ２へ流入する電流Ｉ１の値
であるときともいえる。
【０１６６】
　このように、中枠１３及び前枠１４のうち少なくとも一方が開放されている期間は、磁
気検知手段としての磁気センサが磁気を検知した場合であっても磁気検知信号の状態が特
定状態とならずに非特定状態となる期間（第３の期間）に相当する。すなわち、第２端子
Ｐ２に入力される扉開放信号の状態が第１状態である期間は、磁気センサが磁気を検知し
た場合であっても磁気検知信号の状態が特定状態とならずに非特定状態となる期間（第３
の期間）に相当する。したがって、本実施形態では、磁気センサに入力される扉開放信号
の状態が第１状態であるとき、磁気検知信号の状態が特定状態とならず、非特定状態とな
る。
【０１６７】
　また、本実施形態において所定条件は、中枠１３及び前枠１４が閉鎖されているときで
あっても、初期動作を既に行っている場合、中枠１３及び前枠１４が閉鎖された後に所定
時間が経過するまでの期間内（例えば、１秒が経過するまでの期間内）であるときに成立
する。このように、本実施形態における所定条件には、中枠１３及び前枠１４が閉鎖され
ているときであっても、初期動作を既に行っている場合、中枠１３及び前枠１４が閉鎖さ
れた後に所定時間が経過するまでの期間内であるときに成立する所定条件がある。中枠１
３及び前枠１４が閉鎖されているときであっても、初期動作を既に行っている場合、中枠
１３及び前枠１４が閉鎖された後に所定時間が経過するまでの期間内であるときに成立す
る所定条件は、扉開放信号の状態が第１状態から第２状態へ切り替わった後に所定時間が
経過していないことで成立する所定条件ともいえる。
【０１６８】
　このため、第１磁気センサＺＳ１が磁気を検知した場合であっても、初期動作を既に行
っている場合、中枠１３及び前枠１４が閉鎖された後の所定期間内では、磁気検知信号の
状態は特定状態とならず、非特定状態となる。すなわち、第１磁気センサＺＳ１が磁気を
検知した場合であっても、初期動作を既に行っている場合、中枠１３及び前枠１４が閉鎖
された後の所定期間内では、磁気検知信号の出力状態はローレベルとならずにハイレベル
となる。このように、扉開放信号の状態が第１状態から第２状態へ切り替わった後、つま
り、特定の所定条件が成立する状態から当該特定の所定条件が成立しない状態へと切り替
わった後、所定時間が経過するまでの期間内では、第１磁気センサＺＳ１が磁気を検知し
た場合であっても磁気検知信号の状態が特定状態とならず、非特定状態となる場合がある
。すなわち、特定の所定条件が成立する状態から当該特定の所定条件が成立しない状態へ
と切り替わった後、所定時間が経過するまでの期間内では、第１磁気センサＺＳ１が磁気
を検知した場合であっても磁気検知信号の出力状態がローレベルとならずにハイレベルと
なる場合がある。
【０１６９】
　なお、中枠１３及び前枠１４が閉鎖された後に所定時間が経過するまでの期間内とは、
第２端子Ｐ２に入力される扉開放信号の状態が第１状態から第２状態に切り替わった後に
所定時間が経過するまでの期間内（扉開放信号の出力状態がローレベルからハイレベルに
切り替わった後に所定時間が経過するまでの期間内）ともいえる。中枠１３及び前枠１４
が閉鎖された後に所定時間が経過するまでの期間内とは、電流Ｉ１の値が、扉開放信号の
状態が第１状態であるときに第２接続部Ｋ２へ流入する電流Ｉ１の値から扉開放信号の状
態が第２状態であるときに第２接続部Ｋ２へ流入する電流Ｉ１の値に切り替わった後に所
定時間が経過するまでの期間内ともいえる。
【０１７０】
　因みに、本実施形態において初期動作に要する時間（初期動作を開始してから当該初期
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動作を終了するまでの時間）は、所定時間よりも長い時間となっている。このため、初期
動作が行われているときに磁気センサが磁気を検知した場合であっても磁気検知信号の状
態が特定状態とならずに非特定状態となる期間は、中枠１３及び前枠１４が閉鎖された後
に所定時間が経過するまで磁気センサが磁気を検知した場合であっても磁気検知信号の状
態が特定状態とならずに非特定状態となる期間よりも長い。
【０１７１】
　このように、中枠１３及び前枠１４が閉鎖されているときであっても、初期動作を既に
行っている場合、中枠１３及び前枠１４が閉鎖された後に所定時間が経過するまでの期間
内は、磁気検知手段としての磁気センサが磁気を検知した場合であっても磁気検知信号の
状態が特定状態とならずに非特定状態となる期間（第２の期間）に相当する。
【０１７２】
　本実施形態では、前述したように、中枠１３及び前枠１４のうち少なくとも一方が開放
されているときにパチンコ遊技機１０の電源が投入された場合（電力供給が開始された場
合）には、１回目の中枠１３及び前枠１４の閉鎖後に初期動作が行われる。したがって、
中枠１３及び前枠１４のうち少なくとも一方が開放されているときにパチンコ遊技機１０
の電源が投入された場合には、２回目以降の中枠１３及び前枠１４の閉鎖後に所定時間が
経過するまでの期間が、磁気センサが磁気を検知した場合であっても磁気検知信号の状態
が特定状態とならずに非特定状態となる期間（第２の期間）となる。すなわち、中枠１３
及び前枠１４のうち少なくとも一方が開放されているときにパチンコ遊技機１０の電源が
投入された場合、１回目の中枠１３及び前枠１４の閉鎖後は、初期動作が行われている期
間（第１の期間）が「磁気センサが磁気を検知した場合であっても磁気検知信号の状態が
特定状態とならずに非特定状態となる期間」となる。一方、中枠１３及び前枠１４のうち
少なくとも一方が開放されているときにパチンコ遊技機１０の電源が投入された場合、２
回目以降の中枠１３及び前枠１４の閉鎖後は、所定時間が経過するまでの期間（第２の期
間）が「磁気センサが磁気を検知した場合であっても磁気検知信号の状態が特定状態とな
らずに非特定状態となる期間」となる。
【０１７３】
　磁気センサが磁気を検知した場合であっても磁気検知信号の状態が特定状態とならずに
非特定状態となる期間には、初期動作が行われている期間（第１の期間）と、中枠１３及
び前枠１４が閉鎖された後に所定時間が経過するまでの期間（第２の期間）と、中枠１３
及び前枠１４のうち少なくとも一方が開放されている期間（第３の期間）と、がある。す
なわち、磁気センサが磁気を検知した場合であっても磁気検知信号の出力状態がローレベ
ルとならずにハイレベルとなる期間には、第１の期間と、第２の期間と、第３の期間と、
がある。そして、第１の期間は、第２の期間に比して長い。また、本実施形態において、
第１の期間及び第２の期間は一定の期間となる一方、第３の期間は不定の期間となる。
【０１７４】
　パチンコ遊技機１０において、中枠１３及び前枠１４のうち少なくとも一方が開放され
ているときには第１磁気センサＺＳ１が磁気を検知した場合であっても磁気検知信号の状
態は特定状態とはならない。また、パチンコ遊技機１０において、中枠１３及び前枠１４
が閉鎖された後も、初期動作が行われている期間や所定時間が経過するまでの期間では、
第１磁気センサＺＳ１が磁気を検知した場合であっても磁気検知信号の状態は特定状態と
はならない。本実施形態において、初期動作が行われている期間や所定時間が経過するま
での期間が、所定期間に相当する。そして、パチンコ遊技機１０では、第１磁気センサＺ
Ｓ１に入力される扉開放信号の状態が第１状態から第２状態となった後の所定期間内にお
いては、磁気検知信号の状態が特定状態とならず、非特定状態となる。すなわち、パチン
コ遊技機１０では、第１磁気センサＺＳ１に入力される扉開放信号の出力状態がローレベ
ルからハイレベルに切り替わった後の所定期間内においては、磁気検知信号の出力状態が
ローレベルとならず、ハイレベルとなる。
【０１７５】
　以上のように構成されているため、たとえ、第１磁気センサＺＳ１に入力される扉開放
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信号の状態が第１状態から第２状態となるまでに亘って第１磁気センサＺＳ１が磁気を検
知した場合であっても、少なくとも扉開放信号の状態が第１状態から第２状態となった後
の所定期間内においては、磁気検知信号の状態が特定状態とならず、非特定状態となる。
【０１７６】
　また、本実施形態では、扉開放信号の状態が第１状態であるときに磁気を検知したかに
よって中枠１３及び前枠１４が閉鎖された後に、磁気を検知した場合であっても磁気検知
信号の状態が特定状態とならずに非特定状態となる期間（所定期間）の長さは変わらない
。したがって、扉開放信号の状態が第１状態であるときに第１磁気センサＺＳ１が磁気を
検知した場合と、扉開放信号の状態が第１状態であるときに第１磁気センサＺＳ１が磁気
を検知していない場合と、では、扉開放信号の状態が第１状態から第２状態となった後に
磁気検知信号の状態が特定状態とならずに非特定状態となる期間の長さが同一となる。
【０１７７】
　また、本実施形態では、中枠１３及び前枠１４が閉鎖されるよりも前に磁気センサが磁
気を検知したか否かに関係なく、磁気を検知した場合であっても磁気検知信号の状態が特
定状態とならずに非特定状態となる期間（所定期間）の長さは変わらない。したがって、
中枠１３及び前枠１４のうち何れか一方が開放されているときに第１磁気センサＺＳ１が
磁気を検知した場合と、中枠１３及び前枠１４のうち何れか一方が開放されているときに
第１磁気センサＺＳ１が磁気を検知しない場合と、では、磁気検知信号の状態が特定状態
とならずに非特定状態となる期間の長さを同一となる。
【０１７８】
　以上のように、本実施形態では、第１磁気センサＺＳ１が磁気を検知した場合であって
も磁気検知信号の状態が特定状態とならずに非特定状態となる期間が設けられている。
　また、本実施形態では、第１磁気センサＺＳ１による磁気の検知範囲を切り替えること
が可能に構成されているが、第１磁気センサＺＳ１による磁気の検知範囲によって、第１
磁気センサＺＳ１が磁気を検知した場合であっても磁気検知信号の状態が特定状態となら
ずに非特定状態となる期間の長さは変化しない。したがって、磁気の検知範囲を切り替え
たとしても、当該磁気の検知範囲を切り替えたことによって、第１磁気センサＺＳ１が磁
気を検知した場合であっても磁気検知信号の状態が特定状態とならずに非特定状態となる
期間の長さは変化しない。このため、本実施形態では、第１磁気センサＺＳ１が磁気を検
知した場合であっても磁気検知信号の状態が特定状態とならずに非特定状態となる期間の
長さが変化することを考慮して、磁気の検知範囲を切り替える必要はない。
【０１７９】
　また、本実施形態では、第１磁気センサＺＳ１による磁気の検知範囲を切り替えること
が可能に構成されているが、第１磁気センサＺＳ１による磁気の検知範囲によって、第１
磁気センサＺＳ１が磁気を検知した場合であっても磁気検知信号の状態が特定状態となら
ずに非特定状態となる期間の有無は変化しない。したがって、磁気の検知範囲を切り替え
たとしても、当該磁気の検知範囲を切り替えたことによって、第１磁気センサＺＳ１が磁
気を検知した場合であっても磁気検知信号の状態が特定状態とならずに非特定状態となる
期間の有無は変化しない。このため、本実施形態では、例えば、第１磁気センサＺＳ１が
磁気を検知した場合であっても磁気検知信号の状態が特定状態とならずに非特定状態とな
る期間の有無の変化を考慮して、磁気の検知範囲を切り替える必要はない。
【０１８０】
　ここで、本実施形態における「特定条件」について説明する。
　本実施形態において特定条件は、初期動作を行っているときでなく、扉開放信号の状態
が第１状態でなく、且つ、扉開放信号の状態が第１状態から第２状態へ切り替わってから
所定時間が経過するまでの期間でない場合に成立する。したがって、本実施形態では、所
定条件が成立していないときが、特定条件が成立するときに相当する。
【０１８１】
　そして、特定条件が成立しているとき、第１磁気センサＺＳ１が磁気を検知した場合、
第１磁気センサＺＳ１の磁気センサ主回路７２の第３接続部Ｋ３からトランジスタＴｒの
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ベースへ電流が流れる。これにより、トランジスタＴｒは、オン状態となる。そして、第
１磁気センサＺＳ１の第４端子Ｐ４からの磁気検知信号の状態は特定状態となる。すなわ
ち、第１磁気センサＺＳ１の第４端子Ｐ４からの磁気検知信号の出力状態はローレベルと
なる。
【０１８２】
　一方、特定条件が成立しているとき、第１磁気センサＺＳ１が磁気を検知しない場合、
第１磁気センサＺＳ１の磁気センサ主回路７２の第３接続部Ｋ３からトランジスタＴｒの
ベースへ電流が流れない。これにより、トランジスタＴｒは、オフ状態となる。そして、
第１磁気センサＺＳ１の第４端子Ｐ４からの磁気検知信号の状態は非特定状態となる。す
なわち、第１磁気センサＺＳ１の第４端子Ｐ４からの磁気検知信号の出力状態はハイレベ
ルとなる。
【０１８３】
　因みに、特定条件が成立していないとき、つまり、所定条件が成立しているときには、
第１磁気センサＺＳ１が磁気を検知した場合と磁気を検知しない場合の何れにおいても、
第１磁気センサＺＳ１の磁気センサ主回路７２の第３接続部Ｋ３からトランジスタＴｒの
ベースへ電流は流れず、トランジスタＴｒはオフ状態となる。このため、第１磁気センサ
ＺＳ１の第４端子Ｐ４からの磁気検知信号の状態は非特定状態となる。すなわち、第１磁
気センサＺＳ１の第４端子Ｐ４からの磁気検知信号の出力状態はハイレベルとなる。
【０１８４】
　本実施形態のパチンコ遊技機１０では、前述したように、磁気検知信号の状態は、遊技
盤入出力基板４２に入力された後、遊技盤入出力基板４２と接続されている主基板４０へ
と入力される。そして、主基板４０の主制御用ＣＰＵ４０ａは、磁気検知信号の状態（磁
気検知信号の出力状態）に応じて各種の処理を行う。
【０１８５】
　主制御用ＣＰＵ４０ａが磁気検知信号の状態に応じて行う処理（以下、磁気検知処理と
いう）がある。
　磁気検知処理において主制御用ＣＰＵ４０ａは、入力される磁気検知信号の状態が特定
状態である場合（つまり、磁気検知信号の出力状態がローレベルである場合）、所定の制
御情報（以下、磁気検知制御情報という）を出力バッファに格納する。磁気検知制御情報
は、磁気検知信号の状態が特定状態であるときに出力される制御情報であることから、磁
気が検知されたことを特定可能な制御情報ともいえる。
【０１８６】
　なお、副基板５０の副制御用ＣＰＵ５０ａは、磁気検知制御情報を入力した場合、磁気
が検知されたことを報知する磁気検知報知演出が行われるように、装飾ランプ１７、スピ
ーカ１８及び演出表示装置２５のうち少なくとも１つを制御する。本実施形態において副
制御用ＣＰＵ５０ａは、所定の発光態様で装飾ランプ１７が発光されるように制御し、警
告音がスピーカ１８から出力されるように制御するとともに、磁気が検知されたことを特
定可能な画像が演出表示装置２５に表示されるように制御する。本実施形態における磁気
検知報知演出では、磁気が検知されたことを特定可能な情報が報知される。
【０１８７】
　なお、副制御用ＣＰＵ５０ａは、演出表示装置２５において演出ゲームを実行させてい
る場合、当該演出ゲームの実行を中止して、磁気検知報知演出が行われるように、装飾ラ
ンプ１７、スピーカ１８及び演出表示装置２５のうち少なくとも１つを制御するように構
成してもよい。また、本実施形態では、装飾ランプ１７、スピーカ１８及び演出表示装置
２５を用いて磁気報知演出が行われるように構成したが、装飾ランプ１７、スピーカ１８
及び演出表示装置２５のうち一部を用いて磁気報知演出が行われるように構成してもよい
。また、本実施形態では、磁気検知制御情報が副制御用ＣＰＵ５０ａに入力されることに
よって磁気報知演出が行われることから、磁気検知制御情報は、磁気報知演出を行うこと
（磁気が検知されたことを特定可能な情報を報知すること）を指示する制御情報ともいえ
る。
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【０１８８】
　また、磁気検知処理において主制御用ＣＰＵ４０ａは、入力される磁気検知信号の状態
が特定状態である場合（つまり、磁気検知信号の出力状態がローレベルである場合）、特
定の外部信号の出力を制御する。このように、主制御用ＣＰＵ４０ａは、磁気検知信号の
状態が特定状態であることを条件として、特定の外部信号を出力させる。特定の外部信号
は、外部端子板４６の接続端子のうち特定の接続端子と外部装置が接続されているときに
、当該特定の接続端子から出力される外部信号に相当する。
【０１８９】
　主制御用ＣＰＵ４０ａが特定の外部信号の出力を制御することにより、特定の接続端子
と外部装置が接続されているとき、当該外部装置へと特定の外部信号が出力される。特定
の外部信号は、磁気検知信号の状態が特定状態であるときに出力される外部信号であるこ
とから、磁気が検知されたことを特定可能な外部信号ともいえる。以上のように、本実施
形態において、制御手段としての機能を実現する主制御用ＣＰＵ４０ａは、接続端子から
出力させる外部信号の出力を制御可能である。そして、本実施形態において、制御手段と
しての機能を実現する主制御用ＣＰＵ４０ａは、磁気が検知されたことをできる場合に特
定の外部信号の出力を制御する。
【０１９０】
　また、本実施形態では、中枠１３及び前枠１４のうち少なくとも一方が開放されている
ときには、磁気センサが磁気を検知した場合であっても、磁気検知信号の状態は特定状態
とならない。このため、接続端子と外部装置が接続されているときであっても、中枠１３
及び前枠１４のうち少なくとも一方が開放されているときには、磁気センサが磁気を検知
しても特定の外部信号が外部装置へと出力されない。
【０１９１】
　本実施形態では、中枠１３及び前枠１４が閉鎖された後の所定期間内では、磁気センサ
が磁気を検知した場合であっても、磁気検知信号の状態は特定状態とならない。このため
、接続端子と外部装置が接続されているときであっても、中枠１３及び前枠１４が閉鎖さ
れてからの所定期間内（扉部材が閉鎖されてからの所定期間内）においては、磁気センサ
が磁気を検知しても特定の外部信号が外部装置へと出力されない。
【０１９２】
　具体的に、本実施形態では、中枠１３及び前枠１４が閉鎖された後に磁気センサが初期
動作を行っているときには、当該磁気センサが磁気を検知した場合であっても、当該磁気
センサから出力される磁気検知信号の状態は特定状態とならない。このため、接続端子と
外部装置が接続されているときであっても、磁気センサが初期動作を行っているときには
、当該磁気センサが磁気を検知しても特定の外部信号が外部装置へと出力されない。
【０１９３】
　また、本実施形態では、中枠１３及び前枠１４が閉鎖された後に所定時間が経過するま
での期間内において磁気センサが磁気を検知した場合であっても、磁気検知信号の状態は
特定状態とならない。このため、接続端子と外部装置が接続されているときであっても、
中枠１３及び前枠１４が閉鎖された後に所定時間が経過するまでの期間内では、当該磁気
センサが磁気を検知しても特定の外部信号が外部装置へと出力されない。
【０１９４】
　本実施形態では、中枠１３及び前枠１４のうち少なくとも一方が開放されているときに
パチンコ遊技機１０の電源が投入された場合（電力供給が開始された場合）には、１回目
の中枠１３及び前枠１４の閉鎖後に初期動作が行われ、当該初期動作が行われているとき
には接続端子と外部装置が接続されていても外部信号が外部装置へと出力されない。更に
、中枠１３及び前枠１４のうち少なくとも一方が開放されているときにパチンコ遊技機１
０の電源が投入された場合には、２回目以降の中枠１３及び前枠１４の閉鎖後に所定時間
が経過するまでの期間において、当該初期動作が行われているときには接続端子と外部装
置が接続されていても外部信号が外部装置へと出力されない。そして、本実施形態では、
本実施形態において初期動作に要する時間（初期動作を開始してから当該初期動作を終了
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するまでの時間）は、所定時間よりも長い時間となっている。
【０１９５】
　そして、接続端子と外部装置が接続されている場合であって、中枠１３及び前枠１４の
うち少なくとも一方が開放されているときにパチンコ遊技機１０の電源が投入された場合
、電源が投入されてから１回目の中枠１３及び前枠１４の閉鎖から磁気センサが磁気を検
知しても特定の外部信号が外部装置へ出力されない期間を「期間Ｔ１」とする。また、接
続端子と外部装置が接続されている場合であって、中枠１３及び前枠１４のうち少なくと
も一方が開放されているときにパチンコ遊技機１０の電源が投入された場合、電源が投入
されてから２回目以降の中枠１３及び前枠１４の閉鎖から磁気センサが磁気を検知しても
特定の外部信号が外部装置へ出力されない期間を「期間Ｔ２」とする。この場合、期間Ｔ
１は、期間Ｔ２よりも長い。
【０１９６】
　磁気検知処理において、入力される磁気検知信号の状態が特定状態である場合、主制御
用ＣＰＵ４０ａは、特別ゲームに係わる処理（例えば、特別図柄開始処理）や普通ゲーム
に係わる処理（例えば、普通図柄開始処理）の実行途中であれば、その実行途中の処理を
中止するように構成してもよい。実行途中の処理を中止することにより、遊技を行うこと
が禁止されるように構成してもよい。
【０１９７】
　このように遊技を行うことが禁止される状況となった場合、主制御用ＣＰＵ４０ａは、
パチンコ遊技機１０への電源が遮断されるまで（電力供給が終了するまで）、中止するよ
うに構成してもよい。すなわち、磁気が検知された場合には、パチンコ遊技機１０への電
源が再投入されるまで、特別ゲームに係る処理や普通ゲームに関する処理が制限されるよ
うに構成してもよい。また、本実施形態において、例えば、磁気検知信号の状態が特定状
態となった後は、磁気センサが磁気を検知しない状況に切り替わったとしても磁気検知信
号の状態は非特定状態とならずに特定状態のまま継続されるように構成してもよい。
【０１９８】
　また、本実施形態のパチンコ遊技機１０では、前述したように、扉開放信号の状態は、
前枠信号基板４９に入力された後に主基板４０へと入力される。そして、主基板４０の主
制御用ＣＰＵ４０ａは、扉開放信号の状態（扉開放信号の出力状態）に応じた処理を行う
。
【０１９９】
　具体的に、主制御用ＣＰＵ４０ａは、入力される扉開放信号の状態が第１状態である場
合（つまり、扉開放信号の出力状態がローレベルである場合）、所定の制御情報（以下、
扉開放制御情報という）を出力バッファに格納する。扉開放制御情報は、扉開放信号の状
態が第１状態であるときに出力される制御情報であることから、中枠１３及び前枠１４の
うち少なくとも一方が開放されたことを特定可能な制御情報ともいえる。
【０２００】
　そして、副基板５０の副制御用ＣＰＵ５０ａは、扉開放制御情報を入力した場合、中枠
１３及び前枠１４のうち少なくとも一方が開放されていること（扉部材が開放されている
こと）を報知する扉開放報知演出が行われるように、装飾ランプ１７、スピーカ１８及び
演出表示装置２５のうち少なくとも１つを制御する。本実施形態において副制御用ＣＰＵ
５０ａは、所定の発光態様で装飾ランプ１７が発光されるように制御し、「扉が開いてい
ます」などの音声がスピーカ１８から出力されるように制御するとともに、「扉が開いて
います」などの文字画像が演出表示装置２５に表示されるように制御する。本実施形態に
おける扉開放報知演出では、中枠１３及び前枠１４のうち少なくとも一方が開放されてい
ること（扉部材が開放されていること）を特定可能な情報が報知される。
【０２０１】
　ここで、図７（ａ）～（ｃ）に基づき、本実施形態における磁気センサの特性と、その
作用について、タイミングチャートを用いて説明する。図７の説明において、「中枠１３
及び前枠１４のうち少なくとも一方が開放されているとき」とは、「扉開放信号の状態が
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第１状態であるとき（扉開放信号の出力状態がローレベルであるとき）」に相当する。同
様に、図７の説明において、「中枠１３及び前枠１４が閉鎖されているとき」とは、「扉
開放信号の状態が第２状態であるとき（扉開放信号の出力状態がハイレベルであるとき）
」に相当する。
【０２０２】
　図７（ａ）では、中枠１３及び前枠１４のうち少なくとも一方が開放されているときに
パチンコ遊技機１０の電源が投入された（電力供給が開始された）ものとする。一方、図
７（ｂ），（ｃ）では、既に磁気センサの初期動作が終了しているものとする。
【０２０３】
　図７（ａ）に示すように、中枠１３及び前枠１４のうち少なくとも一方が開放されてい
るときにパチンコ遊技機１０の電源が投入された後、タイミングｔ１１において中枠１３
及び前枠１４が閉鎖されて場合、磁気センサでは、初期動作が行われる。このように、中
枠１３及び前枠１４のうち少なくとも一方が開放されているときには初期動作は行われず
、中枠１３及び前枠１４が閉鎖されてから初期動作が行われる。
【０２０４】
　因みに、図７（ａ）における初期動作が、タイミングｔ１１からタイミングｔ１２まで
行われるものとする。その初期動作が行われている期間（タイミングｔ１１からタイミン
グｔ１２までの期間）中は、例えば、初期動作を行っている期間内のタイミングｔ１３か
らタイミングｔ１４にかけて磁気センサが磁気を検知したとしても、磁気検知信号の状態
は特定状態とならずに非特定状態となる。
【０２０５】
　図７（ｂ）に示すように、タイミングｔ２１において中枠１３及び前枠１４のうち少な
くとも一方が開放されたとする。そして、中枠１３及び前枠１４のうち少なくとも一方が
開放されている期間内のタイミングｔ２２からタイミングｔ２３にかけて磁気センサが磁
気を検知したとしても、磁気検知信号の状態は特定状態とならずに非特定状態となる。因
みに、タイミングｔ２１において中枠１３及び前枠１４のうち少なくとも一方が開放され
ると、扉開放報知演出が行われる。
【０２０６】
　図７（ｃ）に示すように、タイミングｔ３１において中枠１３及び前枠１４のうち少な
くとも一方が開放されたとする。そして、タイミングｔ３１において中枠１３及び前枠１
４のうち少なくとも一方が開放された後、中枠１３及び前枠１４が閉鎖されるよりも前の
タイミングｔ３２において磁気センサが磁気を検知したとする。タイミングｔ３２におい
ては、中枠１３及び前枠１４のうち少なくとも一方が開放されていることから、磁気検知
信号の状態は特定状態とならずに非特定状態となる。
【０２０７】
　また、磁気センサが磁気を検知しているときのタイミングｔ３３において、中枠１３及
び前枠１４が閉鎖されたとする。タイミングｔ３３は、中枠１３及び前枠１４が閉鎖して
いるものの、中枠１３及び前枠１４が閉鎖されてから所定時間が経過するタイミングｔ３
４よりも前のタイミングである。このため、タイミングｔ３３から所定時間が経過するタ
イミングｔ３４までは、磁気センサが磁気を検知していたとしても、磁気検知信号の状態
は特定状態とならずに非特定状態となる。
【０２０８】
　そして、中枠１３及び前枠１４が閉鎖されてから所定時間が経過するタイミングｔ３４
以降は、磁気センサが磁気を検知している場合、磁気検知信号の状態は特定状態となる。
このように、磁気検知信号の状態が特定状態となった場合、磁気検知報知演出が行われる
とともに、接続端子に接続されている外部装置へ特定の外部信号が出力される。因みに、
タイミングｔ３１において中枠１３及び前枠１４のうち少なくとも一方が開放されると、
扉開放報知演出が行われる。
【０２０９】
　したがって、本実施形態によれば、以下に示す効果を得ることができる。
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　（１）磁気検知手段としての磁気センサには、扉開放信号（開放検知信号）が入力され
るようになっており、扉開放信号の状態が第１状態であるときには磁気センサによる初期
動作が行われないようにした。これにより、例えば、中枠１３や前枠１４が開放されてス
ピーカが有する磁石の磁気（不正を意図しない磁気）を検知した状況下において初期動作
が行われることを抑制することができる。
【０２１０】
　また、少なくとも扉開放信号の状態が第２状態である場合に初期動作が行われることか
ら、中枠１３及び前枠１４のうち少なくとも一方の開放に伴って磁気が検知されている状
況下において初期動作が行われることを抑制しつつ、磁気センサが正常に機能できるよう
に初期動作を行うこともできる。
【０２１１】
　（２）中枠１３及び前枠１４のうち少なくとも一方が開放されたとき（扉部材が開放さ
れたとき）には、例えば、隣に設置された遊技機のスピーカが有する磁石の磁気を磁気検
知手段としての磁気センサが検知する虞がある。しかし、扉開放信号（開放検知信号）の
状態が第１状態であるときには、磁気検知信号の状態が特定状態とならず、非特定状態と
なる。このように、中枠１３及び前枠１４のうち少なくとも一方が開放されることにより
不正を意図しない磁気が磁気センサにて検知され得る状況下において、磁気検知信号の状
態が特定状態とならない。これにより、不正を意図しない磁気を検知したことによって遊
技を行うことが禁止される状況に陥ってしまうようなことを抑制することができる。
【０２１２】
　（３）中枠１３及び前枠１４を閉鎖（扉部材を閉鎖）した衝撃などによってパチンコ遊
技機１０が揺れる場合には、不正を意図しない磁気を磁気検知手段としての磁気センサが
検知してしまうことも考えられる。このため、扉開放信号（開放検知信号）の状態が第１
状態から第２状態となった後でも、所定時間が経過するまでの期間（所定期間）内におい
ては、磁気検知信号の状態が特定状態とならず、非特定状態となるようにした。これによ
り、中枠１３及び前枠１４が閉鎖した直後に不正を意図しない磁気を検知したことによっ
て遊技を行うことが禁止される状況に陥ってしまうようなことを抑制することができる。
【０２１３】
　（４）たとえ中枠１３及び前枠１４が閉鎖（扉部材が閉鎖）されるよりも前から磁気が
検知されている場合でも、扉開放信号（開放検知信号）の状態が第１状態から第２状態と
なった後の所定期間（初期動作が行われている期間や所定時間が経過するまでの期間）内
においては、磁気検知信号の状態が特定状態とならず、非特定状態となるようにした。こ
れにより、中枠１３及び前枠１４の閉鎖前から不正を意図しない磁気を検知したことによ
って遊技を行うことが禁止される状況に陥ってしまうようなことを抑制することができる
。
【０２１４】
　（５）中枠１３及び前枠１４が閉鎖（扉部材が閉鎖）されるよりも前に磁気検知手段と
しての磁気センサが磁気を検知したか否かに関係なく、中枠１３及び前枠１４が閉鎖され
た後に磁気検知信号の状態が特定状態とならずに非特定状態となる期間の長さを同一とし
た。これにより、中枠１３及び前枠１４が閉鎖されるよりも前に磁気センサが磁気を検知
したか否かに応じて生じる現象を変える必要がなく、磁気センサの構成を簡素にすること
ができる。
【０２１５】
　（６）磁気検知手段としての磁気センサには、扉開放信号（開放検知信号）が入力され
るようになっており、扉開放信号の状態が第１状態であるときには磁気センサによる初期
動作が行われないようにした。これにより、例えば、中枠１３や前枠１４が開放されてス
ピーカが有する磁石の磁気（不正を意図しない磁気）を検知した状況下において初期動作
が行われることを抑制することができる。
【０２１６】
　また、中枠１３及び前枠１４のうち少なくとも一方が開放（扉部材が開放）されている



(37) JP 6740413 B2 2020.8.12

10

20

30

40

50

ときに電源が投入された場合（電力供給が開始された場合）に当該電源が投入されてから
１回目の中枠１３及び前枠１４の閉鎖後に初期動作が行われる。このため、中枠１３及び
前枠１４のうち少なくとも一方の開放に伴って磁気が検知されている状況下において初期
動作が行われることを抑制しつつ、電源が投入されてから中枠１３及び前枠１４が閉鎖さ
れて遊技が開始されるよりも前に磁気センサが正常に機能できるように初期動作を行うこ
ともできる。
【０２１７】
　（７）中枠１３及び前枠１４のうち少なくとも一方が開放されているとき（扉部材が開
放されているとき）には、磁気検知手段としての磁気センサが磁気を検知する場合であっ
ても特定の外部信号が出力されない。これにより、不正を意図しない磁気を検知したこと
によって特定の外部信号を入力する外部装置の管理者（例えば、遊技機の管理者）に不正
が行われたものとして通報されてしまうことなどを抑制できる。
【０２１８】
　（８）中枠１３及び前枠１４を閉鎖（扉部材を閉鎖）した衝撃などによってパチンコ遊
技機１０が揺れる場合には、不正を意図しない磁気を磁気検知手段としての磁気センサが
検知してしまうことも考えられる。このため、中枠１３及び前枠１４が閉鎖された後でも
、所定期間内においては、特定の外部信号が出力されないように構成した。これにより、
中枠１３及び前枠１４を閉鎖した直後に不正を意図しない磁気を検知したことによって特
定の外部信号を入力する外部装置の管理者（例えば、遊技機の管理者）に不正が行われた
ものとして通報されてしまうことなどを抑制できる。
【０２１９】
　（９）中枠１３及び前枠１４のうち少なくとも一方が開放されているとき（扉部材が開
放されているとき）には、磁気検知信号の状態が特定状態とならずに非特定状態となるこ
とで、特定の外部信号が出力されない。これにより、不正を意図しない磁気を検知したこ
とによって特定の外部信号を入力する外部装置の管理者（例えば、遊技機の管理者）に不
正が行われたものとして通報されてしまうことなどを抑制できる。
【０２２０】
　（１０）中枠１３及び前枠１４のうち少なくとも一方が開放されているときに電源投入
された場合、１回目の中枠１３及び前枠１４の閉鎖から磁気が検知されているときであっ
ても特定の外部信号が出力されない期間は、２回目以降の中枠１３及び前枠１４の閉鎖か
ら磁気が検知されているときであっても特定の外部信号が出力されない期間よりも長い。
ところで、電源投入後（電力供給開始後）の２回目以降の中枠１３及び前枠１４の閉鎖（
扉部材の閉鎖）は、遊技店の営業時間中であることが想定される。このため、扉部材の閉
鎖から特定の外部信号が長い期間に亘って出力されないと、その期間中に不正行為が行わ
れるリスクが高くなったり、その期間が終わるまでの遊技者の待機時間が長くなったりす
ることが考えられる。このため、２回目以降の中枠１３及び前枠１４の閉鎖から磁気が検
知されているときであっても特定の外部信号が出力されない期間の長さを短くすることで
、特定の外部信号が出力されない期間において不正行為が行われるリスクを低くしたり、
遊技者の待機時間を短くしたりすることができる。
【０２２１】
　（１１）磁気検知手段としての磁気センサが磁気を検知した場合、所定条件が成立して
いるときには磁気検知信号の状態が特定状態とならずに非特定状態となる一方、所定条件
が成立しないときには磁気検知信号の状態が特定状態となる。このように、所定条件が成
立する状況下においては、たとえ磁気センサが磁気を検知した場合であっても、磁気検知
信号の状態が特定状態とならない。これにより、単純に磁気センサが磁気を検知したから
といって磁気検知状態が特定状態となるような場合に比して、より適切な磁気の検知を行
うことができる。
【０２２２】
　（１２）複数種類の所定条件のうちの特定の所定条件が成立する状態から当該特定の所
定条件が成立しない状態へと切り替わった後に所定時間が経過するまでの期間内では、磁
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気検知手段としての磁気センサが磁気を検知した場合であっても磁気検知信号の状態が特
定状態とならずに非特定状態となる。これにより、特定の所定条件が成立しない状態へと
切り替わったことに伴って不正を意図しない磁気を検知したことによって遊技を行うこと
が禁止されるような状況に陥ってしまうようなことを抑制することができ、より適切な磁
気の検知を行うことができる。
【０２２３】
　（１３）磁気検知手段としての磁気センサが磁気を検知した場合であっても磁気検知信
号の状態が特定状態とならずに非特定状態となる期間として、第１の期間や第２の期間の
ように複数の期間がある。これにより、状況に応じて「磁気センサが磁気を検知した場合
であっても磁気検知信号の状態が特定状態とならずに非特定状態となる期間」を設けるこ
とができ、より適切に磁気の検知を行うことが可能となる。
【０２２４】
　（１４）中枠１３及び前枠１４のうち少なくとも一方を開放した場合（扉部材を開放し
た場合）に、スピーカが有する磁石の磁気のように不正を意図しない磁気を磁気センサが
検知する虞がある。そして、「磁気センサが磁気を検知した場合であっても磁気検知信号
の状態が特定状態とならずに非特定状態となる期間」には、第１の期間や第２の期間とは
別に、中枠１３及び前枠１４のうち少なくとも一方が開放されている期間（第３の期間）
がある。これにより、第１の期間や第２の期間とは別に、中枠１３及び前枠１４のうち少
なくとも一方が開放されている期間においても、磁気検知信号の状態が特定状態とならな
いようにすることで、より適切な磁気の検知を行うことができる。
【０２２５】
　（１５）中枠１３及び前枠１４のうち少なくとも一方が開放されているときに電源投入
された場合、１回目の中枠１３及び前枠１４の閉鎖から磁気が検知されているときでも磁
気検知信号が特定状態とならない期間は、２回目以降の中枠１３及び前枠１４の閉鎖から
磁気が検知されているときでも磁気検知信号が特定状態とならない期間よりも長い。とこ
ろで、電源投入後（電力供給開始後）の２回目以降の中枠１３及び前枠１４の閉鎖（扉部
材の閉鎖）は、遊技店の営業時間中であることが想定される。このため、扉部材の閉鎖か
ら磁気が検知されているときでも磁気検知信号が特定状態とならない期間が長いと、その
期間中に不正行為が行われるリスクが高くなったり、その期間が終わるまでの遊技者の待
機時間が長くなったりすることが考えられる。このため、２回目以降の中枠１３及び前枠
１４の閉鎖から磁気が検知されているときでも磁気検知信号が特定状態とならない期間を
短くすることで、特定の外部信号が出力されない期間において不正行為が行われるリスク
を低くしたり、遊技者の待機時間を短くしたりすることができる。
【０２２６】
　（１６）磁気検知手段としての磁気センサは、出力トランジスタとしてのトランジスタ
Ｔｒを有している。トランジスタＴｒは、磁気が検知されているときであって特定条件が
成立している場合にオン状態となる一方、磁気が検知されていない場合及び磁気が検知さ
れているときであって特定条件が成立していない場合にオフ状態となる。このようなトラ
ンジスタＴｒのオン状態やオフ状態を利用して、磁気検知信号の状態を変化させる（切り
替える）ことができる。
【０２２７】
　（１７）中枠１３及び前枠１４のうち少なくとも一方が開放されたとき（扉部材が開放
されたとき）には、例えば、隣に設置された遊技機のスピーカが有する磁石の磁気を磁気
検知手段としての磁気センサが検知する虞がある。このため、中枠１３及び前枠１４のう
ち少なくとも一方が開放されていることで所定条件が成立するようにすることで、より適
切に磁気の検知を行うことができる。また、中枠１３及び前枠１４のうち少なくとも一方
が開放されているときに電源投入（電力供給が開始）されてから１回目の中枠１３及び前
枠１４の閉鎖後に初期動作が行われる。そして、初期動作が行われていることで所定条件
が成立するようにした。これにより、初期動作中は磁気検知信号の状態が特定状態となら
ないことから正常に初期動作を行うことができ、この結果、正常に初期動作が行われるこ
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とで適切に磁気の検知を行うことができるようになる。
【０２２８】
　（１８）磁気検知手段としての磁気センサが磁気を検知した場合であっても磁気検知信
号の状態が特定状態とならずに非特定状態となる期間が設けられる。このため、磁気セン
サが磁気を検知した場合であっても磁気検知信号の状態が特定状態とならずに非特定状態
となる期間内においては、たとえ磁気センサが磁気を検知したとしても磁気検知信号の状
態が特定状態とならない。これにより、単純に磁気センサが磁気を検知したからといって
磁気検知信号の状態が特定状態となるような場合に比して、より適切な磁気の検知を行う
ことができる。また、磁気の検知範囲を切り替え可能に構成することにより、例えば、検
知範囲を広くすることが好ましいときには磁気の検知範囲を広く切り替えることができる
一方、検知範囲を広くすることが好ましくないときには磁気の検知範囲を狭く切り替える
ことができ、適切な磁気の検知を行うことができる。
【０２２９】
　（１９）中枠１３及び前枠１４を閉鎖（扉部材を閉鎖）した衝撃などによってパチンコ
遊技機１０が揺れる場合には、不正を意図しない磁気を磁気検知手段としての磁気センサ
が検知してしまうことも考えられる。このため、扉開放信号（開放検知信号）の状態が第
１状態から第２状態となった後に所定時間が経過するまでの期間は、磁気センサが磁気を
検知した場合であっても磁気検知信号の状態が特定状態とならずに非特定状態となる期間
とした。これにより、中枠１３及び前枠１４を閉鎖した直後に不正を意図しない磁気を検
知したことによって遊技を行うことが禁止される状況に陥ってしまうようなことを抑制す
ることができ、適切な磁気の検知を行うことができる。
【０２３０】
　（２０）磁気の検知範囲によって、磁気検知手段としての磁気センサが磁気を検知した
場合であっても磁気検知信号の状態が特定状態とならずに非特定状態となる期間の長さは
変化しない。このため、磁気の検知判定を切り替えたとしても、磁気センサが磁気を検知
した場合であっても磁気検知信号の状態が特定状態とならずに非特定状態となる期間の長
さに変化が生じず、適切な磁気の検知を行うことができる。また、磁気センサが磁気を検
知した場合であっても磁気検知信号の状態が特定状態とならずに非特定状態となる期間の
長さの変化を考慮して磁気の検知範囲を切り替える必要がなくなる。
【０２３１】
　（２１）磁気の検知範囲によって、磁気検知手段としての磁気センサが磁気を検知した
場合であっても磁気検知信号の状態が特定状態とならずに非特定状態となる期間の有無に
変化はない。このため、磁気の検知範囲を切り替えたとしても、同じように磁気センサが
磁気を検知した場合であっても磁気検知信号の状態が特定状態とならずに非特定状態とな
る期間が設けられることになり、適切な磁気の検知を行うことができる。また、磁気セン
サが磁気を検知した場合であっても磁気検知信号の状態が特定状態とならずに非特定状態
となる期間の有無を考慮して磁気の検知範囲を切り替える必要がなくなる。
【０２３２】
　（２２）所定の抵抗器に相当する抵抗器Ｒｄ１の抵抗値を切り替えることによって、磁
気検知手段に相当する第１磁気センサＺＳ１による磁気の検知範囲を切り替えることがで
きる。すなわち、電気回路上の抵抗器Ｒｄ１の抵抗値を切り替えて第１磁気センサＺＳ１
による磁気の検知範囲を切り替えることができる。このように、第１磁気センサＺＳ１の
制御によって磁気の検知範囲を切り替えるのではなく、物理的に抵抗値を切り替えること
で磁気の検知範囲を切り替えることにより、制御の不備によって磁気の検知範囲が切り替
わってしまうなどといったことを抑制でき、より適切な磁気の検知を行うことができる。
【０２３３】
　（２３）磁気検知手段としての磁気センサが磁気を検知している場合であっても、所定
条件が成立するときには磁気検知信号の出力状態はローレベルとならずにハイレベルとな
る。一方、磁気センサが磁気を検知している場合であって所定条件が成立しないときには
、磁気検知信号の出力状態はローレベルとなる。このように、所定条件が成立する状況下
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においては、たとえ磁気センサが磁気を検知している場合であっても、磁気検知信号の出
力状態がローレベルとならない。これにより、単純に磁気センサが磁気を検知しているか
らといって磁気検知信号の出力状態がローレベルとなるような場合に比して、適切な磁気
の検知を行うことができる。
【０２３４】
　また、磁気センサの電気回路内で断線が発生した場合には、当該電気回路内で電流が流
れないことから、磁気検知信号の出力状態がローレベルとなることが想定される。磁気が
検知されているときであって特定条件が成立しているときに磁気検知信号の出力状態がロ
ーレベルとなることを利用することで、例えば、磁気センサの電気回路内で断線が発生し
た場合でも磁気検知信号の出力状態がローレベルとなって磁気を検知したことを報知する
などして、磁気センサに異常が発生していることを報知することが可能となる。
【０２３５】
　（２４）磁気検知信号の出力方式をオープンコレクタとすることにより、静電気対策及
びノイズ対策などを配慮して、磁気検知信号の出力状態を切り替えることができる。これ
により、静電気やノイズによって磁気検知信号の出力状態が適切な出力状態とならないこ
とによって生じる不適切な磁気の検知を抑制することができ、適切な磁気の検知を行うこ
とができる。
【０２３６】
　（２５）複数種類の所定条件のうち特定の所定条件が成立する状態から当該特定の所定
条件が成立しない状態へと切り替わったことに伴って、不正を意図しない磁気を磁気検知
手段としての磁気センサが検知してしまうことも想定される。このため、特定の所定条件
が成立する状態から当該特定の所定条件が成立しない状態へ切り替わった後に所定時間が
経過するまでは、磁気検知信号の出力状態がローレベルとならずにハイレベルとなる場合
がある。これにより、特定の所定条件が成立しない状態へと切り替わったことに伴って不
正を意図しない磁気を検知したことによって遊技を行うことが禁止されるような状況に陥
ってしまうようなことを抑制することができ、より適切な磁気の検知を行うことができる
。
【０２３７】
　（２６）磁気検知手段としての磁気センサが磁気を検知した場合であっても磁気検知信
号の出力状態がローレベルとならずにハイレベルとなる期間として、第１の期間や第２の
期間のように複数の期間がある。これにより、状況に応じて「磁気センサが磁気を検知し
た場合であっても磁気検知信号の出力状態がローレベルとならずにハイレベルとなる期間
」を設けることができ、より適切に磁気の検知を行うことが可能となる。
【０２３８】
　（２７）扉開放信号（開放検知信号）の状態は、主基板４０、遊技盤入出力基板４２、
主制御中継端子板４４、払出制御基板４５、発射制御基板４８及び前枠信号基板４９を介
する。これにより、主基板４０、遊技盤入出力基板４２、主制御中継端子板４４、払出制
御基板４５、発射制御基板４８及び前枠信号基板４９において、扉開放信号の状態を管理
することが可能となり、例えば、扉開放信号の状態に応じた制御を行うことができ、扉開
放信号の状態を利用し易くなる。一方、扉開放信号の状態は、外部装置と接続可能な基板
を介さないことから、外部装置などを用いて扉開放信号の状態を変更するなどといった不
正を抑制することができ、セキュリティが向上する。以上のように、主基板４０、遊技盤
入出力基板４２、主制御中継端子板４４、払出制御基板４５、発射制御基板４８及び前枠
信号基板４９を扉開放信号の状態が介す一方、外部端子板４６及び貸出装置接続端子板４
７を扉開放信号の状態が介さないため、扉開放信号の状態を利用し易くしつつ、セキュリ
ティを向上させることができる。
【０２３９】
　なお、上記実施形態は以下のように変更してもよい。
　・上記実施形態において、磁気センサに入力される扉開放信号（開放検知信号）の状態
によって、磁気センサ主回路７２にかかる電圧値が変化するように構成してもよい。そし
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て、磁気センサ主回路７２は、扉開放信号の状態によって変化する電圧値に応じて動作す
るように構成してもよい。このとき、磁気センサ主回路７２が扉開放信号の状態によって
変化する電圧値に応じて動作することは、扉開放信号の状態に応じて動作することに相当
する。このように構成する場合、磁気センサに入力される扉開放信号の状態によって、第
２接続部Ｋ２へと流入する電流Ｉ１の値（強さや大きさ）が変化するように構成してもよ
いし、変化しない（同一となる）ように構成してもよい。
【０２４０】
　・上記実施形態において、抵抗器Ｒｄ１（所定の抵抗器）の抵抗値が切り替わることに
よって、第１磁気センサＺＳ１の磁気センサ主回路７２にかかる電圧値が変化するように
構成してもよい。そして、第１磁気センサＺＳ１の磁気センサ主回路７２では、抵抗器Ｒ
ｄ１の抵抗値が切り替わることによって変化する電圧値に応じた検知範囲で磁気が検知さ
れるように構成してもよい。このように構成する場合、抵抗器Ｒｄ１の抵抗値によって、
第１接続部Ｋ１へと流入する電流Ｉ２の値（強さや大きさ）が変化するように構成しても
よいし、変化しない（同一となる）ように構成してもよい。
【０２４１】
　・上記実施形態における磁気センサ主回路７２では、タイマを用いて時間計測を行うよ
うに構成してもよいし、コンデンサを利用して時間計測を行うように構成してもよい。
　・上記実施形態において、磁気センサによる初期動作に要する時間は、例えば、上記実
施形態における所定時間よりと同一時間であってもよいし、上記実施形態における所定時
間よりも短い時間であってもよい。また、磁気センサによる初期動作に要する時間が所定
時間よりも短い場合には、例えば、初期動作が終了した後も磁気検知信号の状態が特定状
態とならずに非特定状態となる期間となるように構成してもよく、その期間の長さは、所
定時間と同一時間であってもよいし、所定時間と初期動作に要する時間の差と同一時間で
あってもよい。
【０２４２】
　・上記実施形態において、中枠１３及び前枠１４のうち何れか一方のみを扉部材として
もよく、例えば、中枠１３及び前枠１４のうち中枠１３を扉部材とする場合、前枠１４が
開放されているときであっても中枠１３が閉鎖されているときには扉部材が開放されてい
ないこと（扉部材が閉鎖されていること）に相当する。このように中枠１３及び前枠１４
のうち何れか一方のみを扉部材とする場合には、中枠１３が外枠１２に対して開放されて
いることを検知する検知部と、前枠１４が中枠１３に対して開放されていることを検知す
る検知部と、をそれぞれ設けてもよい。
【０２４３】
　・上記実施形態において、主基板４０の主制御用ＣＰＵ４０ａが磁気センサの第３端子
Ｐ３に供給する電気信号の電圧値（又は、電流の値）を制御可能に構成してもよい。そし
て、主制御用ＣＰＵ４０ａが第３端子Ｐ３に供給する電気信号の電圧値（又は、電流の値
）を切り替えることで、磁気センサの磁気の検知範囲を切り替えるように構成してもよい
。このように、主制御用ＣＰＵ４０ａは、磁気センサの磁気の検知範囲を切り替える制御
を行うことが可能に構成してもよい。
【０２４４】
　・上記実施形態における「磁気センサが磁気を検知した場合であっても磁気検知信号の
状態が特定状態とならずに非特定状態となる期間」は、磁気センサが磁気を検知した場合
であっても磁気検知信号の状態が特定状態とならない期間と捉えることもできる。また、
上記実施形態における「磁気センサが磁気を検知した場合であっても磁気検知信号の状態
が特定状態とならずに非特定状態となる期間」は、磁気センサが磁気を検知した場合であ
っても磁気検知信号の状態が非特定状態となる期間と捉えることもできる。
【０２４５】
　・上記実施形態において、磁気検知信号の状態が特定状態であるときの磁気検知信号の
出力状態をハイレベルとし、磁気検知信号の状態が非特定状態であるときの磁気検知信号
の出力状態をローレベルとしてもよい。
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【０２４６】
　・上記実施形態において、扉開放信号（開放検知信号）の状態が第１状態であるときの
扉開放信号の出力状態をハイレベルとし、扉開放信号の状態が第２状態であるときの扉開
放信号の出力状態をローレベルとしてもよい。
【０２４７】
　・上記実施形態において、遊技盤入出力基板４２（磁気センサＺＳ１～ＺＳ３が接続さ
れている基板）以外の基板へ出力される磁気検知信号の状態は、複数であってもよく、例
えば、磁気センサ毎の磁気検知信号の状態が遊技盤入出力基板４２以外の基板へ出力され
るように構成してもよい。このように構成する場合、複数の磁気センサのうち何れの磁気
センサが磁気を検知したかについて特定することが可能となるため、磁気を検知した磁気
センサに応じて制御することができる。例えば、磁気を検知した磁気センサに応じた内容
の磁気検知報知演出を実行させたり、磁気を検知した磁気センサに応じた外部信号を出力
する制御を行ったりすることが可能となる。なお、磁気を検知した磁気センサに応じた外
部信号を出力する制御としては、外部信号そのものを異ならせたり、外部信号が出力され
る接続端子を異ならせたりすることが考えられる。
【０２４８】
　・上記実施形態において、前枠信号基板４９（扉開放検知部Ｓ１１，Ｓ１２が接続され
ている基板）以外の基板へ出力される扉開放信号（開放検知信号）の状態は、複数であっ
てもよく、扉開放検知部毎の扉開放信号の状態が前枠信号基板４９以外の基板へ出力され
るように構成してもよい。このように構成する場合、複数の扉開放検知部のうち何れの扉
開放検知部が、中枠１３及び前枠１４のうち少なくとも一方が開放されていること（扉部
材が開放されていること）を検知したかについて特定することが可能となる。このため、
中枠１３及び前枠１４のうち少なくとも一方が開放されていることを検知した扉開放検知
部に応じて制御することができる。例えば、第１扉開放検知部Ｓ１１が中枠１３及び前枠
１４のうち少なくとも一方が開放されていることを検知した場合には、「扉の上部が閉ま
っていません」などの文字画像が演出表示装置２５に表示されるように構成してもよい。
同様に、第２扉開放検知部Ｓ１２が中枠１３及び前枠１４のうち少なくとも一方が開放さ
れていることを検知した場合には、「扉の下部が閉まっていません」などの文字画像が演
出表示装置２５に表示されるように構成してもよい。
【０２４９】
　・上記実施形態における複数の所定条件のうち一部を所定条件から排除してもよい。例
えば、上記実施形態において、磁気センサが初期動作を行っているときに、当該磁気セン
サが磁気を検知した場合、磁気検知信号の状態が特定状態となる（磁気検知信号の出力状
態がローレベルとなる）ように構成してもよい。また、上記実施形態において、中枠１３
及び前枠１４のうち少なくとも一方が開放されているとき（扉部材が開放されているとき
）に磁気センサが磁気を検知した場合、磁気検知信号の状態が特定状態となる（磁気検知
信号の出力状態がローレベルとなる）ように構成してもよい。また、上記実施形態におい
て、中枠１３及び前枠１４が閉鎖（扉部材が閉鎖）されてから所定時間が経過するまでの
期間内において磁気センサが磁気を検知した場合、磁気検知信号の状態が特定状態となる
（磁気検知信号の出力状態がローレベルとなる）ように構成してもよい。
【０２５０】
　・高確率状態に制御可能なパチンコ遊技機として、次に大当り遊技が付与されるまで高
確率状態に制御する仕様や、転落抽選に当選するまで高確率状態に制御する仕様（転落機
）、或いは予め定めた回数分の図柄変動ゲームが終了するまで高確率状態に制御する仕様
（ＳＴ機）がある。また、高確率状態に制御可能なパチンコ遊技機には、遊技球が特定領
域を通過することを契機に高確率状態に制御する仕様（Ｖ確変機）がある。上記実施形態
のパチンコ遊技機は、これらの何れの仕様のパチンコ遊技機に具体化してもよい。また、
パチンコ遊技機は、上記した転落機とＶ確変機を混合させた仕様のパチンコ遊技機であっ
てもよい。また、Ｖ確変機は、単数の大入賞口を備えて特定のラウンド遊技を生じさせる
仕様がある。また、Ｖ確変機は、特定のラウンド遊技で開放される大入賞口（Ｖ入賞口）
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と特定のラウンド遊技以外のラウンド遊技で開放される大入賞口からなる複数の大入賞口
を備えて特定のラウンド遊技を生じさせる仕様がある。上記実施形態は、何れの仕様のＶ
確変機に具体化してもよい。また、上記実施形態をＶ確変機に具体化する場合、磁気セン
サを、遊技盤２０の裏側であって、特定領域の裏側の位置に配設してもよい。
【０２５１】
　・上記実施形態において、磁気センサＺＳ１～ＺＳ３は、主基板４０と接続してもよい
。また、複数の磁気センサを備える場合、一部の磁気センサは遊技盤入出力基板４２と接
続し、他の磁気センサを主基板４０と接続してもよい。
【０２５２】
　・上記実施形態において、抵抗器Ｒｄ１～Ｒｄ３は、遊技盤入出力基板４２に設けなく
てもよく、遊技盤入出力基板４２以外の基板（例えば、主基板４０や、主制御中継端子板
４４、払出制御基板４５、発射制御基板４８、前枠信号基板４９）に設けてもよい。
【０２５３】
　・上記実施形態において、扉開放検知部Ｓ１１，Ｓ１２は、主基板４０と接続されてい
てもよい。また、扉開放検知部Ｓ１１，Ｓ１２は、前枠信号基板４９と接続されていなく
てもよく、例えば、扉開放検知部Ｓ１１，Ｓ１２を払出制御基板４５や発射制御基板４８
と接続してもよい。
【０２５４】
　・上記実施形態において扉開放信号（開放検知信号）の状態は、外部端子板４６や貸出
装置接続端子板４７のように外部装置と接続される基板を介すように構成してもよい。ま
た、上記実施形態において扉開放信号（開放検知信号）の状態は、外部装置と接続されな
い基板のうち一部の基板を介すように構成してもよいし、外部装置と接続されない基板の
全てを介すように構成してもよい。
【０２５５】
　・上記実施形態において、主基板４０及び払出制御基板４５は、主制御中継端子板４４
を介さず、直接的に、主基板４０と払出制御基板４５を接続してもよい。また、直接的に
、遊技盤入出力基板４２と前枠信号基板４９を接続してもよい。この場合、扉開放信号（
開放検知信号）の状態は、主基板４０、主制御中継端子板４４、払出制御基板４５及び発
射制御基板４８を介すことなく、磁気センサＺＳ１～ＺＳ３へと入力される。
【０２５６】
　・上記実施形態において、副基板５０をサブ統括制御基板とし、副基板５０とは別に演
出表示装置２５を専門に制御する表示制御基板、装飾ランプ１７を専門に制御する発光制
御基板、スピーカ１８を専門に制御する音声制御基板を設けてもよい。このようなサブ統
括制御基板とその他の演出を制御する基板を含めて副基板としてもよい。
【０２５７】
　・上記実施形態において、単一の基板に主基板４０の主制御用ＣＰＵ４０ａと副基板５
０の副制御用ＣＰＵ５０ａとを搭載してもよい。また、上記の別例において、表示制御基
板、発光制御基板、及び音声制御基板を任意に組み合わせて単数の基板、若しくは複数の
基板としてもよい。
【０２５８】
　・上記実施形態を遊技機は、スロットマシンであってもよい。一般的なスロットマシン
では、スタートレバーの操作（開始操作）に伴い、複数のリールが回転する。また、一般
的なスロットマシンでは、ストップボタンの操作（停止操作）に伴い、複数のリールのう
ち操作されたストップボタンに対応するリールの回転が停止する。
【０２５９】
　次に、上記実施形態及び別例から把握できる技術的思想を以下に追記する。
　（イ）前記第１の期間は、前記第２の期間に比して長い。
　（ロ）支持部材と、前記支持部材に開閉可能に支持される扉部材と、前記扉部材の開放
を検知する扉開放検知手段と、を備え、前記磁気検知手段には、前記扉開放検知手段から
の開放検知信号が入力され、前記扉開放検知手段からの開放検知信号の状態には、前記扉
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部材の開放が検知されていることを特定できる第１状態と、前記扉部材の開放が検知され
ていないことを特定できる第２状態と、があり、前記扉部材が開放されているときに電力
供給が開始された場合に当該電力供給が開始されてから１回目の前記扉部材の閉鎖後に前
記初期動作が行われ、前記所定条件には、前記磁気検知手段に入力される前記開放検知信
号の状態が前記第１状態であることで成立する所定条件と、前記初期動作が行われている
ことで成立する所定条件と、がある。
【０２６０】
　（ハ）磁気を検知する磁気検知手段を備えた遊技機において、前記磁気検知手段からの
磁気検知信号が入力される制御手段を備え、前記磁気検知手段は、出力トランジスタを有
し、前記出力トランジスタは、磁気が検知されているときであって特定条件が成立してい
る場合にオン状態となる一方、磁気が検知されていない場合及び磁気が検知されていると
きであって前記特定条件が成立していない場合にオフ状態となり、前記磁気検知手段から
の磁気検知信号の状態には、磁気が検知されていることを特定できる特定状態と、磁気が
検知されていないことを特定できる非特定状態と、があり、前記磁気検知手段が磁気を検
知している場合、所定条件が成立するときには前記磁気検知信号の状態が前記特定状態と
ならずに前記非特定状態となる一方、前記所定条件が成立していないときには前記磁気検
知信号の状態が前記特定状態となることを特徴とする遊技機。
【０２６１】
　（ニ）支持部材と、前記支持部材に開閉可能に支持される扉部材と、を有する遊技機に
おいて、前記扉部材の開放を検知する扉開放検知手段と、磁気を検知する磁気検知手段と
、前記磁気検知手段からの磁気検知信号が入力される制御手段と、を備え、前記磁気検知
手段では初期動作が行われ、前記磁気検知手段には、前記扉開放検知手段からの開放検知
信号が入力され、前記扉開放検知手段からの開放検知信号の状態には、前記扉部材の開放
が検知されていることを特定できる第１状態と、前記扉部材の開放が検知されていないこ
とを特定できる第２状態と、があり、少なくとも前記磁気検知手段に入力される前記開放
検知信号の状態が前記第１状態である場合に前記初期動作が行われず、少なくとも前記磁
気検知手段に入力される前記開放検知信号の状態が前記第２状態である場合に前記初期動
作が行われることを特徴とする遊技機。
【０２６２】
　（ホ）支持部材と、前記支持部材に開閉可能に支持される扉部材と、を有する遊技機に
おいて、前記扉部材の開放を検知する扉開放検知手段と、磁気を検知する磁気検知手段と
、前記磁気検知手段からの磁気検知信号が入力される制御手段と、を備え、前記磁気検知
手段では初期動作が行われ、前記磁気検知手段には、前記扉開放検知手段からの開放検知
信号が入力され、前記扉開放検知手段からの開放検知信号の状態には、前記扉部材の開放
が検知されていることを特定できる第１状態と、前記扉部材の開放が検知されていないこ
とを特定できる第２状態と、があり、少なくとも前記磁気検知手段に入力される前記開放
検知信号の状態が前記第１状態である場合に前記初期動作が行われず、前記扉部材が開放
されているときに電力供給が開始された場合に当該電力供給が開始されてから１回目の前
記扉部材の閉鎖後に前記初期動作が行われることを特徴とする遊技機。
【０２６３】
　（ヘ）磁気を検知する磁気検知手段を備え、前記磁気検知手段による磁気の検知範囲を
切り替え可能に構成された遊技機において、前記磁気検知手段からの磁気検知信号が入力
される制御手段を備え、前記磁気検知手段からの磁気検知信号の状態には、磁気が検知さ
れていることを特定できる特定状態と、磁気が検知されていないことを特定できる非特定
状態と、があり、前記磁気検知手段が磁気を検知した場合であっても前記磁気検知信号の
状態が前記特定状態とならずに前記非特定状態となる期間が設けられることを特徴とする
遊技機。
【０２６４】
　（ト）磁気を検知する磁気検知手段を備えた遊技機において、前記磁気検知手段からの
磁気検知信号が入力される制御手段を備え、前記磁気検知手段からの磁気検知信号の出力
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状態は、少なくとも磁気を検知していないときにはハイレベルとなり、磁気を検知してい
るときであって特定条件が成立しているときにはローレベルとなり、前記磁気検知手段が
磁気を検知した場合、所定条件が成立するときには前記磁気検知信号の出力状態がローレ
ベルとならずにハイレベルとなる一方、前記所定条件が成立しないときには前記磁気検知
信号の出力状態がローレベルとなることを特徴とする遊技機。
【０２６５】
　（チ）磁気を検知する磁気検知手段を備えた遊技機において、支持部材と、前記支持部
材に開閉可能に支持される扉部材と、前記扉部材の開放を検知する扉開放検知手段と、前
記磁気検知手段からの磁気検知信号が入力される制御手段と、を備え、前記磁気検知手段
には、前記扉開放検知手段からの開放検知信号が入力され、前記扉開放検知手段からの開
放検知信号の状態には、前記扉部材の開放が検知されていることを特定できる第１状態と
、前記扉部材の開放が検知されていないことを特定できる第２状態と、があり、前記磁気
検知手段からの磁気検知信号の状態には、磁気が検知されていることを特定できる特定状
態と、磁気が検知されていないことを特定できる非特定状態と、があり、前記磁気検知手
段が磁気を検知した場合、所定条件が成立するときには前記磁気検知信号の状態が前記特
定状態とならずに前記非特定状態となる一方、前記所定条件が成立しないときには前記磁
気検知信号の状態が前記特定状態となり、前記磁気検知手段が磁気を検知した場合であっ
ても前記磁気検知信号の状態が前記特定状態とならずに前記非特定状態となる期間には、
第１の期間と、前記第１の期間とは異なる第２の期間と、があり、前記扉部材が開放され
ているときに電力供給が開始された場合に当該電力供給が開始されてから１回目の前記扉
部材の閉鎖後に前記磁気検知手段では初期動作が行われ、前記扉部材が開放されていると
きに電力供給が開始された場合の前記第１の期間は、前記電力供給が開始されてから１回
目の前記扉部材の閉鎖から前記初期動作が終了するまでの期間であって、前記扉部材が開
放されているときに電力供給が開始された場合の前記第２の期間は、前記電力供給が開始
されてから２回目以降の前記扉部材の閉鎖から所定時間が経過するまでの期間であり、前
記扉部材が開放されているときに電力供給が開始された場合の前記第１の期間は、前記扉
部材が開放されているときに電力供給が開始された場合の前記第２の期間よりも長いこと
を特徴とする遊技機。
【０２６６】
　（リ）磁気を検知する磁気検知手段を備えた遊技機において、支持部材と、前記支持部
材に開閉可能に支持される扉部材と、前記扉部材の開放を検知する扉開放検知手段と、前
記磁気検知手段からの磁気検知信号が入力される制御手段と、を備え、前記磁気検知手段
では初期動作が行われ、前記磁気検知手段には、前記扉開放検知手段からの開放検知信号
が入力され、前記扉開放検知手段からの開放検知信号の状態には、前記扉部材の開放が検
知されていることを特定できる第１状態と、前記扉部材の開放が検知されていないことを
特定できる第２状態と、があり、少なくとも前記磁気検知手段に入力される前記開放検知
信号の状態が前記第１状態である場合に前記初期動作が行われず、前記扉部材が開放され
ているときに電力供給が開始された場合に当該電力供給が開始されてから１回目の前記扉
部材の閉鎖後に前記初期動作が行われ、前記磁気検知手段からの磁気検知信号の状態には
、磁気が検知されていることを特定できる特定状態と、磁気が検知されていないことを特
定できる非特定状態と、があり、前記磁気検知手段が磁気を検知した場合、所定条件が成
立するときには前記磁気検知信号の状態が前記特定状態とならずに前記非特定状態となる
一方、前記所定条件が成立しないときには前記磁気検知信号の状態が前記特定状態となり
、前記制御手段は、接続端子から出力させる外部信号の出力を制御可能であって、磁気が
検知されたことを特定できる場合に特定の外部信号の出力を制御し、前記接続端子と外部
装置が接続されているときであっても前記扉部材が開放されているときには、前記磁気検
知手段が磁気を検知しても前記特定の外部信号が前記外部装置へ出力されないことを特徴
とする遊技機。
【符号の説明】
【０２６７】
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　１０…パチンコ遊技機、１２…外枠、１３…中枠、１４…前枠、１７…装飾ランプ、１
８…スピーカ、２５…演出表示装置、４０…主基板、４０ａ…主制御用ＣＰＵ、４０ｂ…
主制御用ＲＯＭ、４０ｃ…主制御用ＲＡＭ、４１…電源ユニット、４２…遊技盤入出力基
板、４３…情報基板、４４…主制御中継端子板、４５…払出制御基板、４５ａ…払出制御
用ＣＰＵ、４５ｂ…払出制御用ＲＯＭ、４５ｃ…払出制御用ＲＡＭ、４６…外部端子板、
４７…貸出装置接続端子板、４８…発射制御基板、４９…前枠信号基板、５０…副基板、
５０ａ…副制御用ＣＰＵ、５０ｂ…副制御用ＲＯＭ、５０ｃ…副制御用ＲＡＭ、Ｓ１１，
Ｓ１２…扉開放検知部、ＺＳ１～ＺＳ３…磁気センサ。

【図１】 【図２】
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